
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
三
号

一
九
九
九
年
三
月

正
倉
院
文
書
写
経
機
関
関
係
文
書
編
年
目
録

石

田

実

洋

須

原

祥

二

―
養
老
七
年
よ
り
天
平
十
年
ま
で
―

一

は
じ
め
に

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科

に
お
け
る
石
上
英

一
先
生
の
ゼ
ミ
で
は
、

こ
の
五
年
間
、
大
規
模
史
料
群

の
整
理
法

の
習
得
を
目
的
と
し
て
、
正
倉
院
文
書

の
写
経
機
関
関
係
文
書

の
編
年
整
理
を
行

っ
て
き
た
。
本
目
録
は
、
そ
の
成
果
を

ま
と
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
正
倉
院
文
書
の
中
核
を
な
す

の
は
、
皇
后
宮
職
-
造
東
大
寺
司
系
統

の
写
経
機
関
に
伝
来
し
た
文
書
群
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
裏
白

の
反
故
紙
と
し
て
二

次
利
用
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
律
令
公
文
類
や
、
皇
后
宮
職
等

の
写
経
機
関
を
所
管
す

る
官
司
で
廃
棄
さ
れ
た
文
書
、
写
経
機
関

の
官
人
が
持
ち
込
ん
だ
と
推
定
さ
れ
る

文
書
等
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

『大
日
本
古
文
書
』

(編
年
文
書
)
と
し

て
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
発
行
開
始
以
来

一
世
紀
近
く
を
経
過
し
て
お
り
、
誤
植

や
未
収
文
書
の
存
在
だ
け
で
な
く
、
編
纂
当
初
に
解
釈
、
想
定
さ
れ
た
編
年

・
文

書
の
機
能

・
発
信
↓
受
信
の
関
係
な
ど
に
問
題
が
多

い
こ
と
は
、
つ
と
に
知
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
混
乱
の
多
く
は
、
近
世
の
整
理
の
過
程
で
、

文
書
群
の
伝
来
形
態
が
著
し
く
損
な
わ
れ
て
し
ま

っ
た
こ
と
に
よ
る
。
今
日
ま
で

の
先
行
諸
研
究
に
よ

っ
て
、
本
来

一
つ
の
帳
簿
や
継
文
だ

っ
た
と
判
明
し
た
も
の

が
、
年
月
日
す
ら
バ
ラ
バ
ラ
に
、
数
点
の
文
書
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い

る
場
合
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

一
方
、
こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
克
服
す
べ
く
刊
行
が
始
ま

っ
た
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
編

『正
倉
院
文
書
目
録
』
は
、
近
世
以
降
の
整
理
に
よ
る
現
状
の
編
峡
に

基
づ
く
も
の
で
、
編
年
整
理
で
は
な
く
、
し
か
も
未
だ
完
成
に
は
至

っ
て
い
な
い
。

ま
た
近
年
活
況
を
呈
し
て
い
る
写
経
機
関
関
係
文
書
の
研
究
も
、
『大
日
本
古
文

書
』

の
問
題
点
を
正
し

つ
つ
律
令
官
司
の
活
動
と
文
書
行
政
の
具
体
相
を
明
ら
か

に
し
、
さ
ら
に
写
経
事
業
の
検
討
を
通
し
て
政
治
史

・
宗
教
史
に
新
た
な
論
点
を

提
供
し
て
い
る
が
、
特
定
の
写
経
事
業
、
写
経
機
関
を
対
象
と
し
た
も
の
が
多
く
、

そ
れ
に
直
接
関
係
す
る
文
書
の
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
研
究
の
現
状
を
鑑
み
、
本
目
録
で
は
年
毎
に
作
成
さ
れ
た
文
書

を
す
べ
て
扱
い
、
そ
の
作
成
年
月
日

・
機
能

・
発
信
↓
受
信
の
関
係

・
関
連
す
る
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写
経
事
業
等
を
で
き
る
だ
け
明
示
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
あ
る
年
に
作
成
さ
れ

た
文
書
を
網
羅
し
、
年
毎
の
分
析
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
そ
の
年
の
諸
写
経
事

業
の
過
程
や
写
経
機
関
の
文
書
作
成

・
保
管

・
再
利
用
の
総
体
、
及
び
そ
の
変
遷

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
こ
と
を

通
じ
て
、
近
世
の
整
理
以
前
の
姿
を
復
原
す
る
糸
口
を
つ
か
む
こ
と
も
可
能
と
な

る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
本
目
録
で
は
、
写
経
…機
関
と
そ
の
所
管
官
司
に

お

い
て
機
能
し
た
と
考
え
ら
れ
る
文
書
に
対
象
を
限
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ

う
し
た
方
が
正
倉
院
文
書
の
主
体
を
な
す
写
経
機
関
関
係
文
書
の
特
徴
を
よ
り
明

確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

具
体
的
な
作
業
と
し
て
は
、
『大
日
本
古
文
書
』

(編
年
文
書
)
を
も
と
に
各
年

の
担
当
者
を
決
定
し
、
各
担
当
者
は
、
写
真
帳
や
既
存
の
目
録
等
を
参
照
し
な
が

ら

一
点
毎
の
目
録
を
作
成
し
、
『大
日
本
古
文
書
』

(編
年
文
書
)
の
編
年
や
釈
文

の
誤
り
を
正
し
て
報
告
を
行
う
、
と

い
う
形
を
と

っ
た
。
そ
の
際
、
西
洋
子
氏
に

は
ゼ
ミ
の
場
だ
け
で
は
な
く
、
随
時
様

々
な
御
教
示
を
賜

っ
た
。

一
九
九
七
年
度

に
は
大
平
聡
氏
も
出
席
の
上
、
様
々
な
御
助
言
を
頂

い
た
。
こ
う
し
て
指
摘
さ
れ

た
こ
と
を
考
慮
し
作
成
し
直
し
た
の
が
本
目
録
で
あ
る
が
、
報
告
に
も
各
担
当
者

に
よ
っ
て
個
人
差
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
各
年
の
概
観
と
文
書

一
点
毎
の
注
を
設

け
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
特
に
統

一
を
行
わ
ず
、
各
担
当
者
に
委
ね
る
こ
と

と
し
た
。
た
だ
し
、
目
録

の
主
体
と
な

る
表
に
つ
い
て
は
、
形
式
を
統

一
し
て
い

る
。現
在
、
こ
の
作
業
は
天
平
勝
宝
四

(七
五
二
)
年
ま
で
進
行
し
て
い
る
が
、
な

お
未
完
で
あ
り
、
本
目
録
に
も
訂
正
す

べ
き
点
が
多

い
か
と
思
う
。
だ
が
、
担
当

者
が

一
巡
し
た
の
を
機
に
、

一
部
分
ず

つ
で
は
あ
る
が
公
表
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

今
後
も
補
正
に
努
め
て
い
く
所
存

で
あ
る
。
最
後
に
様
々
に
尽
力
し
て
頂

い
た
石

上
英

一
先
生
に
感
謝
の
念
を
表
し
た
い
。

な
お
、
今
回
の
分
担
は
、
天
平
八
年
以
前
が
石
田
、
天
平
九

・
十
年
が
須
原
で

あ
る
。
そ
の
内
容

・
文
責
は

一
切
各
担
当
者
に
あ
る
こ
と
を
改
め
て
お
断
り
し
て

お
き
た
い
。

ゼ
ミ
出
席
者

(
一
九
九
四
～
現
在
)

麻
野
絵
里
佳
　
新
井
重
行
　

有
富
純
也
　

飯
田
剛
彦
　

石
田
実
洋

小
倉
慈
司
　

渋
谷
啓

一
　

須
原
祥
二
　

南
部
み
ど
り
　
野
尻
忠

朴
昔
順
　

馬
場
基
　

古
尾
谷
知
浩
　
北
條
朝
彦
　

前
田
慶

一

丸
山
裕
美
子
　
三
上
喜
孝
　

三
谷
芳
幸
　

山
下
信

一
郎
　
渡
辺
奈
穂
子

(五
十
音
順
)

二

凡
例

・
文
書
名
は
、
各
担
当
者
が
適
当
と
考
え
た
も
の
に
改
め
て
あ
る
。

・
年
月
日
で
、
某
年
某
月
某
日
作
成
と
あ
る
の
は
、
そ
の
文
書
全
体
の
作
成
年
月

日
が
特
定
で
き
る
も
の
で
、
某
年
某
月
某
日
～
某
年
某
月
某
日
と
あ
る
の
は
、

作
成
年
月
日
は
特
定
で
き
な
い
場
合
に
、
そ
の
記
載
対
象
年
月
日
を
示
し
た
も

の
。
な
お
、
(

)
内
は
推
定
。

・
作
成
ま
た
は
発
信
↓
受
信

で
は
、
案
文
の
場
合
に
も
、
皇
后
宮
職

(↓
図
書

寮
)
の
如
く
、
想
定
さ
れ
る
正
文

の
受
信
を
示
し
た
。
全
体
に

(

)
を
付
し

た
も
の
は
推
定
。

・
『大
日
本
古
文
書
』

(編
年
文
書
)
に
お
け
る
所
在
を
示
す
場
合
、

一
謝
の
如
く

巻
数
と
頁
数
の
み
を
記
し
た
。
但
し
、
行
数

の
指
示
が
必
要
な
場
合
は
、
七
99

・
1

(第
七
巻
九
十
九
ペ
ー
ジ

一
行
目
の
意
)
の
如
く
表
記
し
た
。
な
お
、

『大
日
本
古
文
書
』

(編
年
文
書
)
に
収
録
さ
れ
て
い
な

い
場
合
は
、
「未
収
」
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と
し
た
。

・
所
在
に
お
い
て
は
、
S
＝
正
集
、
Z
＝
続
修
、
Z
K
＝
続
修
後
集
、
Z
B
＝
続

修
別
集
、
J
＝
塵
芥
、
Z
Z
＝
続
々
修
と
略
号
を
用
い
た
。
断
簡
番
号
は
、
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
編

『正
倉
院
文
書

目
録
』
の
も
の
を
採
用
し
、
ま
だ
こ
の

番
号
が
付
さ
れ
て
い
な

い
も
の
に

つ
い
て
は
、
写
真
帳
に
お
け
る
紙
数
を

〈

〉
で
示
し
た
。

・
注
に
お
い
て
は
、
八
世
紀

の
、
あ
る
い
は
近
代
の
編
成
時
に
お
け
る
付
箋
が
確

認
さ
れ
る
場
合
は
必
ず
記
す
こ
と
と
し
、
そ
れ
以
外
は
各
年
の
担
当
者
間
で
統

一
を
行

っ
て
い
な
い
。

三

天
平
八
年
以
前

三
-

一

天
平
八
年
以
前
の
概
観

三
-

一
-

一

天
平
八
年
以
前
の
文
書

こ
こ
で
は
以
下
で
の
考
察
の
前
提
と
し
て
、
天
平
八
年
以
前
の
文
書
の
料
紙
の

使
用
形
態
や
伝
来
過
程
等
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
便
宜

上
正
倉
院
文
書
を
伝
え
た
写
経
機
関
を
そ

の
当
時
の
名
称
何
如
に
関
わ
ら
ず

「
写

経
所
」
と
呼
び
、
皇
太
子
妃

・
夫
入
時
代

の
藤
原
光
明
子
の
家
政
機
関
を

「光
明

子
家
」
と
称
す
る
。

「写
経
所
」
あ
る
い
は
そ
の
所
管
官
司
で
あ
る

「光
明
子
家
」
・
皇
后
宮
職
で
機

能
し
た
と
考
え
ら
れ
る
天
平
八
年
以
前
の
文
書
は
、
合
わ
せ
て
四
十
五
通
現
存
す

る

(但
し
経
師
等
歴
名
様
公
文
式

〔神
亀
四
年
○
〇
四
〕
は
、
後
述
す
る
よ
う
に

天
平
九
年
以
降

の
作
成
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
)。
そ
の
う
ち
半
数
を
越
え
る
二

十
四
通
が
、

一
次
文
書
で
か

つ
二
次
以
降

の
利
用
が
み
ら
れ
な
い
。
表

1
で
A
と

し
た
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
が
、
B
と
し
た
二
次
文
書
だ
が
そ
れ
以
降
の
利
用
が
み

ら
れ
な
い
四
通
と
と
も
に
、
基
本
的
に
そ
の
文
書
自
体
が
保
存
の
対
象
と
な

っ
て

伝
来
し
た
と
み
る
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。
写
経
目
録

〔天
平
三
年
○
〇
二
〕
・
写
大

小
乗
経
目
録

〔天
平
五
年
○
〇
五
〕
・
写
経
請
本
帳

〔天
平
八
年
○
〇
八
〕
等
確

か
に
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
文
書
も
多

い
。

だ
が
、
A

・
B
の
中
に
も

「写
経
所
」
で
保
存

の
対
象
と
な

っ
た
と
は
考
え
難

い
も

の
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
A
の
南

一
甲
倉
納
籾
注
文

〔養
老
七
年
○
〇

一
〕
は
、
「写
経
所
」
と
は
無
関
係

の
内
容

で
、
皇
太
子
妃
時
代

の

「光
明
子

家
」
で
作
成
さ
れ
た
ク
ラ
の
出
納
事
務
に
関
す
る
文
書
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
が

反
故
と
し
て
二
次
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
伝
来
し
た
の
は
、
た
ま
た
ま
天
平
十

年
頃
の
文
書
と
貼
り
継
が
れ
た
た
め
だ
ろ
う
。
何
故
こ
の
よ
う
に

「写
経
所
」
関

係
文
書
と
貼
り
継
が
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る

(同
文
書
お
よ
び
雑
受
書
井
進
書

案
文
及
返
書

(甲
)
〔天
平
九
年
〇

一
一
〕
の
注
参
照
)
。
も

っ
と
も
こ
れ
は
特
殊

な
例
で
、
他
の
A

・
B
に
属
す
る
文
書
は
全
て

「写
経
所
」
関
係
文
書
だ
が
、
や

は
り
個
々
の
文
書
に
即
し
て
そ
の
機
能
を
検
討
し
た
上
で
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
、
紙
背
を

「写
経
所
」
関
係
文
書
に
二
次
利
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
伝

来
し
た
も
の
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
表
1
の
C

・
D
が
そ
れ
だ
が
、
C
は

「写

経
所
」
で
、
D
は

「光
明
子
家
」
・
皇
后
宮
職
で
機
能
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も

の

で
あ
る
。

こ
の
う
ち
C
は
、
経
師
上
日
井
用
紙
帳

〔天
平
八
年
○
〇
九
〕
を
除
け
ば
、
全

て
天
平
七
年
以
前
に
、
か

つ
作
成
後
聞
も
な
く
二
次
利
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

A
～
C
の
中
に
は
形
式
上
皇
后
宮
職
の
作
成
と
み
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
も
あ

る
が
、
A

・
B
は

「写
経
所
」
に
伝
来
し
た
写
経
関
係
文
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ま
た
、
C
は

「
写
経
所
」
で
二
次
利
用
さ
れ
た
写
経
関
係
文
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

実
際
は

「写
経
所
」
の
作
成
で
あ
る
と
判
断
し
て
分
類
し
て
あ
る
。
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表1天 平八年以前の文書の料紙の使用形態と伝来による分類(A～Dの 別については、本文参照)

年

養老7年

神亀4年

神亀5年

天平2年

天平3年

天平4年

天平5年

天平6年

天平7年

天平8年

文書番号

001

001

002

003

004

001

001

001

002

003

004

001

002

003

001

002

003

004

005

001

002

003

004

005

006

007

001

002

003

004

005

001

002

003

004

005

006

007

008

009

010

011

012

013

014

A

南一甲倉納籾注文

写経用紙収納帳

写経用紙収納注文

充紙筆墨井買筆墨帳

写経目録

大寺(大 安寺力)牒

皇后宮職移案

古頼小僧写経用紙注文

古頼少僧写経用紙注文

写大小乗経目録案

写大小乗経目録

写経用紙注文

功布申請啓案

写経用紙注文

岡本家解

岡本宅解

岡本宅解

岡本家解

岡本家啓

写経請本注文

写経請本帳

功布申請文案

装漢壬生又万呂手実

大宝積経勘出注文

B

経師等歴名様公文式

皇后宮職解移牒案

功布申請啓案

写経用紙注文

C

応写書目録井雑物出納帳

丹比広公手実

写経行事申請啓案

功布申請啓案

皇后宮職移案

功布申請文案

経師上 日井用紙1陵

D

雑物出納帳

(伯書広国)解

僧智首優婆塞貢進文

造仏所作物帳案中巻

優婆塞貢進文

優婆塞貢進文

優婆塞貢進文

優婆塞貢進文

内侍司牒継文

優婆塞貢進文
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残
る
D
は
、
内
容
上
更
に
三
つ
に
分
類
で
き
る
。

一
つ
は
造
仏
所
作
物
帳
案
中

巻

〔天
平
六
年
○
〇

一
〕
で
、
こ
れ
は
天
平
十
五
年
以
降
に
二
次
利
用
さ
れ
て
い

る
。
二
つ
目
は
六
通
の
優
婆
塞
貢
進
文
で
、
そ
の
二
次
利
用
ま
で
の
期
聞
は
作
成

よ
り

一
年
か
ら
八
年
と
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

最
後

の
三
つ
目
は
、
「光
明
子
家
」
・
皇
后
宮
職

の
出
納
関
係
文
書
と
推
定
さ
れ

る
も
の
で
、
前
述
の
南

一
甲
倉
納
籾
注
文

〔養
老
七
年
○
〇

一
〕
も
こ
れ
に
含
め

て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
二
次
利
用
さ
れ
た
年
代
が
不
明
で
あ
る
雑
物
出
納
帳

〔神
亀
四
年
○
〇
三
〕
を
除
け
ば
、
天
平
九
年
か
ら
天
平
十
二
年
に
二
次
利
用
さ

れ
て
い
る
。
同
じ
く
皇
后
宮
職
の
出
納
関
係

文
書
と
み
ら
れ
る
天
平
十
年
八
月
十

五
日
の
某
啓
案

(続
修
四
五
①
、
二
㎜
)
も
天
平
十
二
年
四
月
十
五
日
の
写
経
司

啓
案

(二
四
撚
～
撚
)
に
二
次
利
用
さ
れ

て
お
り
、
天
平
九
年
以
降
に
つ
い
て
は

調
査
が
十
分
で
は
な
い
が
、
こ
の
文
書
群
は
天
平
九
年
以
降
に
反
故
と
し
て

「写

経
所
」
で
二
次
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。
右
の
よ
う
な
私
見
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
目
録
で
は
雑
物
出
納
帳

〔神

亀
四
年
○
〇
三
〕
(神
亀
四

・
五
年
頃
作
成
)
を
二
次
利
用
し
た
文
書
で
あ
る
た

め
に
神
亀
四

・
五
年
以
降
作
成
と
し
て
お

い
た
経
師
等
歴
名
様
公
文
式

〔神
亀
四

年
○
〇
四
〕
も
、
天
平
九
年
以
降
の
作
成
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
を
ま
と
め
て
お
く
と
、
天
平
八
年

以
前

の
文
書
の
ほ
と
ん
ど
は
、
「写
経

所
」
で
新
た
に
用
意
さ
れ
た
料
紙
か

「写
経
所
」
で
反
故
に
さ
れ
た
文
書
を
利
用

し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
例
外
的
に
皇
后
宮
職
で
反
故
に
さ
れ
た
優
婆
塞
貢
進
文

も
用
い
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
天
平
九
年
以
降
に
な
る
と
、

「光
明
子
家
」
・
皇
后
宮
職
の
出
納
関
係
文
書
も
反
故
と
し
て

「写
経
所
」
に
も
た

ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ
は
あ
る

い
は
天
平
八
年
後
半
か
ら
五
月

一
日
経

の
書
写
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
だ

ろ
う
か
。

三
-

一
-
二

天
平
八
年
以
前
の
写
経
体
制
と
写
経
事
業
の
概
観

こ
こ
で
は
、
天
平
八
年
以
前

の
写
経
体
制
と
写
経
事
業
を
、
五
つ
の
時
期
に
分

け
て
概
観
す
る
。

〔
1
〕
皇
太
子
妃
時
代

皇
太
子
妃
時
代
の

「光
明
子
家
」
に
つ
い
て
は
、
南

一
甲
倉
納
籾
注
文

〔養
老

七
年
○
〇

一
〕
が
唯

一
の
史
料
と
な
る
が
、
「書
吏
廣
津
」
と
み
え
る
の
は
そ
の

職
員
で
あ
ろ
う
。
二
品
以
上
の
親
王
家
か
二
位
以
上
の
職
事
官
人
家
な
ら
ば
書
吏

に
大
少
の
別
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
当
時
の

「光
明
子
家
」
は
職
事
三
位
相

当
の
家
政
機
関
で
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
こ
の
時
期
の
写
経
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
有
無
も
含
め
て
、
よ
る
べ

き
史
料
が
存
在
し
な

い
。

〔2
〕
夫
人
時
代

夫
人
時
代
の

「光
明
子
家
」
の
職
員
と
し
て
は
、
写
経
用
紙
収
納
帳

〔神
亀
四

(今
力
)

年
○
〇

一
〕
に

「少
書
吏
口
[
」
が
み
え
、
ま
た
、
雑
物
出
納
帳

〔神
亀
四
年
○

〇
三
〕
に

「安
宿
家
令
」
・
「大
吏
」
(大
書
吏
ヵ
)
・
「小
吏
」
(少
書
吏
ヵ
)
が
み

え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
は
職
事
二
位
以
上
相
当
の
家
政
機
関
に
昇
格
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ま
で
も
夫
人
時
代
が
二
位
以
上
相
当
で
あ
る
こ
と
は

注
目
さ
れ
て
お
り
、
当
時
光
明
子
は
三
位
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
形
式
上
父
不
比

等

の
家
政
機
関
を
継
承
し
て
い
た
可
能
性
等
が
論
じ
ら
れ
て
い
る

(鷺
森
浩
幸

「藤
原
光
明
子
家
に
関
す
る

一
史
料
」、
『続
日
本
紀
研
究
』
三
〇
五
、

一
九
九
六

年
、
等
参
照
)
が
、
皇
太
子
妃
時
代
が
不
比
等
の
死
後
も
三
位
相
当
で
あ

っ
た
こ

と
も
考
慮
す
れ
ば
、
夫
聖
武
の
即
位
と
と
も
に
昇
格
し
た
と
考
え
る
べ
き
か
。

こ
の
時
期

の
写
経
事
業
と
し
て
は
、
写
経
用
紙
収
納
帳

〔神
亀
四
年
○
〇

一
〕

と
写
経
用
紙
収
納
注
文

〔神
亀
四
年
○
〇
二
〕
に
み
え
る
も
の
が
知
ら
れ
る
の
み

で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
受
紙
記
録
の
中
で
最
も
大
規
模
か
つ
長
期
に
わ
た
る
大
般
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若
経
書
写
に
注
目
し
た
栄
原
永
遠
男

「藤
原
光
明
子
と
大
般
若
経
書
写
ー

「写
経

料
紙
帳
」
に
つ
い
て
ー
」
(上
田
正
昭
編

『古
代
の
日
本
と
東
ア
ジ
ア
』
、
小
学
館
、

一
九
九

一
年
)
は
、
大
般
若
経

一
部
の
書

写
に
必
要
な
料
紙
数
や
神
亀
五
年
四
月

一
日
の
返
紙
の
記
録
か
ら
、
実
は
こ
の
大

般
若
経
料
紙
の
受
紙
記
録
は
二
度
の
大

般
若
経
書
写
に
対
応
し
て
お
り
、

一
度
目
は
懐
妊
し
た
光
明
子

の
安
産
祈
願
を
目

的
と
し
、
二
度
目
は
生
後
約

一
年
で
死
亡
し
た
某
王

(基
王
)

の
菩
提
を
弔
う
た

め
の
も
の
で
あ

っ
た
、
と
す
る
。
こ
れ

に
対
し
て
新
川
登
亀
男

「神
亀
四

・
五
年

の
写
経
事
業
」
(
『早
稲
田
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
紀
要
』
四
三
、
第
四
分
冊
、

一
九
九
七
年
)
は
、
大
般
若
経
書
写
は

一
度
で
、
し
か
も
理
趣
般
若
分
の
書
写
を

生
み
出
す
た
め
の
も
の
に
す
ぎ
な

い
と
し
、
そ
の
他
の
書
写
さ
れ
た
経
典
の
も

つ

意
味
も
考
慮
し
た
上
で
、
そ
の
写
経
目
的
を
天
命
に
関
わ
る
災
異
を
の
ぞ
く
こ
と
、

某
王

(基
王
)
出
産
の
無
事
を
願
う
こ
と
、
そ
れ
に
元
明
太
上
天
皇
の
追
善

の
た

め
と
さ
れ
た
。
筆
者
は
仏
典
等
に
つ
い
て
の
知
識
が
乏
し
く
、
新
川
説
を
ど
の
よ

う
に
評
価
す
べ
き
か
判
断
し
か
ね
る
が
、
た
だ
、
二
つ
の
受
紙
記
録
の
対
応
関
係

等

の
文
書
に
即
し
た
考
察
は
、
栄
原
説

の
方
が
正
鵠
を
得
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。〔3
〕
立
后
か
ら
天
平
五
年
初
め
ま
で

神
亀
四

・
五
年
の
写
経
事
業
に
つ
づ
く
の
は
、
天
平
二
年
の
写
書
事
業
で
あ
る

(応
写
書
目
録
井
雑
物
出
納
帳

〔天
平

二
年
○
○

こ
)
。
皇
后
宮
職
解
移
牒
案

〔天
平
三
年
○
〇
三
〕
の
上
日

・
写
紙
報
告
も
こ
の
事
業
に
対
応
す
る
も
の
か
ら

存
在
し
、
写
経
目
録

〔天
平
三
年
○
〇

二
〕
も
、
現
存
部
分
は
天
平
三
年
八
月
十

日
の
記
載
か
ら
は
じ
ま
る
が
、
第

一
紙
は
半
分
程
欠
失
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、
天

平
二
年
中
あ
る
い
は
天
平
三
年
初
め
か
ら
は
じ
ま

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
天
平
二
年
か
ら
継
続
的

に
写
経
事
業
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る

が
、
こ
れ
は
、
天
平
元
年
八
月
戊
辰

(十
日
)
の
光
明
子
の
立
后
と
そ
れ
に
と
も

な
う
皇
后
宮
職
の
設
置
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
天
平
元
年
九
月
乙
卯

(二
十

八
日
)
に
は
小
野
牛
養
が
皇
后
宮
大
夫
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
写
経

事
務
に
関
わ

っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
四
等
官
と
し
て
、
大
属
内
蔵
老
人
が
あ
げ

ら
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
時
期

の
写
経
事
業
は
、
全
十
四
紙
か
ら
な
る
写
経
目
録

〔天
平
三
年
○
〇
二
〕
の
第

一
紙
ま
で
の
記
録
に
し
か
対
応
し
な
い
こ
と
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
そ
れ
程
大
規
模
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

〔
4
〕
天
平
五
年
か
ら
天
平
八
年

こ
の
時
期

の
写
経
の
記
録
が
写
経
目
録

〔天
平
三
年
○
〇
二
〕
の
大
部
分
を
占

め
、
写
経
事
業

の
拡
大
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
写
経
体
制
を
み
る
と
、
大
進
安

宿
真
人
と
少
属
大
蔵
家
主
が
経
師
等
の
人
事
面
を
担
当
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
、
ま
た
、
高
屋
赤
麻
呂
が
安
宿
真
人
の
下
で
書
写
し
た
経
典
の
管
理
に

あ
た

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
〔
3
〕
の
時
期
と
比
べ
る
と
、
他
官
司
か
ら

の
出

向
者
も
含
め
、
そ
の
姓
名
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
経
師
等
写
経
従
事
者
の
数
も
格

段
に
増
加
す
る
。

そ
の
契
機
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
の
が
、
興
福
寺
西
金
堂

の
造
営
と
造
仏
の
事

業
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
天
平
五
年
正
月
庚
戌

(十

一
日
)
に
麗
じ
た
県
犬
養
橘
三

千
代
の

一
周
忌
の
供
養
の
た
め
に
行
わ
れ
た
も

の
で
、
同
時
に
四
百
巻
強
の
経
典

も
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
写
経
目
録

〔天
平
三
年
○
〇
二
〕
と
造
仏
所
作
物
帳
案
中

巻

〔天
平
六
年
○
〇

一
〕
に
み
え
る

(福
山
敏
男

「奈
良
時
代
に
於
け
る
興
福
寺

西
金
堂
の
造
営
」
、
同

『日
本
建
築
史
の
研
究
』
、
綜
芸
舎
、

一
九
八
〇
年
、
原
本

発
行
は

一
九
四
三
年
、
初
出
は

一
九
三
三
年
、
参
照
)。
た
だ
、
こ
の
時
期
の
写

経
事
業
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
光
明
子
と
そ
の
周
辺
の
人
々
の
た
め
に
行
わ
れ
た

も

の
の
よ
う
で
あ
り

(写
経
目
録

〔天
平
三
年
○
〇
二
〕
参
照
)
、
後
と
比
較
し

て
国
家
事
業
と
し
て
の
性
格
が
薄

い
の
が
特
徴
と

い
え
る
か
も
し
れ
な
い

(吉
川
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真
司

「藤
原
氏
の
創
始
と
発
展
」
、
同

『律
令
官
僚
制
の
研
究
』
、
塙
書
房
、

一
九

九
八
年
、
初
出
は

一
九
九
五
年
、
参
照
)
。

〔5
〕
五
月

一
日
経
書
写
の
開
始

天
平
八
年
九
月
二
十
九
日
か
ら
玄
肪
の
所
蔵
し
て
い
た
経
典
の
奉
請
が
は
じ
ま

り

(写
経
請
本
注
文

〔天
平
八
年
○
〇
七
〕
・
写
経
請
本
帳

〔天
平
八
年
○
〇

八
〕
)
、
こ
れ
を
本
経
と
し
て
五
月

一
日
経
の
書
写
が
開
始
さ
れ
る
。
開
元
釈
教
録

所
載

の

一
切
経
目
録
に
よ

っ
て
写
さ
れ
て
い
っ
た
こ
の

一
切
経
が
、
「巻
数

の
彪

大
な
こ
と
と

い
い
、
永
年
に
わ
た
る
写
経

の
執
念
と
い
い
、
実
に
驚
歎
に
値
す

る
」
も

の
で
あ

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
皆

川
完

一
「光
明
皇
后
願
経
五
月

一
日

経
の
書
写
に
つ
い
て
」
(坂
本
太
郎
博
士
還
暦
記
念
会
編

『日
本
古
代
史
論
集
』

上
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
二
年
)
に
詳
し

い
。
そ
し
て
こ
れ
を

一
大
転
機
と
し

て
、
写
経
体
制
も
写
経
事
業

の
性
格
も
大
き
く
変
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
だ

が
、
そ
の
各
段
階
の
概
観
は
、
天
平
九
年
以
降
の
各
担
当
者
に
委
ね
る
こ
と
と
し

た
い
。
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作成または発信→受信

皇太子妃藤原光明子家家政

機関

大日本古文書

一327

所 在

ZZ46/8〈10>

紙の利用

一次

他 の 利 用

なし

作成または発信→受信

夫人藤原光明子家家政機関

の写経機関

夫人藤原光明子家家政機関

の写経機関

夫人藤原光明子家家政機関

夫人藤原光明子家家政機関

の写経機関

大日本古文書

一一381～382

二四4

二五211～212

二五212～213

所 在

ZZ4/20〈14>～ 〈15>

ZZ37/9〈38>

ZZ18/1〈2>

ZZ18/1〈2>裏

紙の利用

一次

一次

一次

二次

他 の 利 用

なし

なし

二次 経師等歴名様公文式(神亀4～神亀5頃以

降作成)二五212～213

一次 雑物出納帳(神 亀4～ 神亀5頃 作成)二 五

211～212

作成または発信→受信

(伯書広国の所属官司→夫

人藤原光明子家家政機関)

大日本古文書

二四5

所 在

ZZ26/2〈9>裏

紙の利用

一次

他 の 利 用

二次 土師真木嶋啓 天平12,4,10作 成 七477

作成または発信→受信

皇后宮職の写経機関

大日本古文書

一393～395

所 在

Z16②(2)裏 ～(1)

裏

紙の利用

一 次

他 の 利 用

二次 皇后宮職移案(天 平4.8頃作成)-443～444

皇后宮職解案(天 平4,8頃作成)-449

皇后宮職解案 天平4,8作成一449

作成または発信→受信

皇后宮職の写経機関

皇后宮職の写経機関

皇后宮職

皇后宮職(→ 図書寮)

皇后宮職(→ 太政官)

皇后宮職(→ 図書寮)

皇后宮職(→ 太政官)

大日本古文書

二四9～10

七5～32

一442～445
、449、

474～480、585

～586、628～630

一442～443

一444～445

一443～444

一449

所 在

ZZ32/5〈35>～ZZ32

/5〈35>裏

ZZ12/3

Z16① ～Z16① 裏、Z16

② ～③ 、ZZ24/5

〈1>～ 〈2>

Z16①

Z16① ～Z16① 裏

Z16②(1)～(2)

Z16②(2)

紙の利用

一 次

一次

下記参
照

一次

一次

二次

二次

他 の 利 用

なし

なし

下記参照

なし

なし

一次 応写書 目録井雑物出納帳

一393～395
天平2,7.4作 成

一次 応写書目録井雑物出納帳

一393～395
天平2,7,4作 成
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三 二 目 録

養老7(723)年

文書番号

001

文 書 名

南一甲倉納籾注文

年 月 日

養老7.7.9作 成

写経事業 文 書 機 能

神亀4(727)年

文書番号

001

002

003

004

文 書 名

写経用紙収納帳

写経用紙収納注文

雑物出納帳

経師等歴名様公文式

年 月 日

神 亀4.3.23～ 神 亀5.9.26

(神亀4.3.23～ 神 亀4.12.14頃

作 成)

(神亀4～ 神亀5頃 作成)

(神亀4～ 神亀5頃 以降作成)

写経事業 文 書 機 能

受紙記録(一 部返紙記録)

受紙記録

経師等の上日報告用(?)

の歴名様公文の書式

神亀5(728)年

文書番号

001

文 書 名

(伯誉広国)解

年 月 日

神 亀5.4.21作 成

写経事業 文 書 機 能

天平2(730)年

文書番号

001

文 書 名

応写書目録井雑物出納帳

年 月 日

天 平2.7。4作 成

写経事業 文 書 機 能

写すべき書の目録とその写

書の用度案

天平3(731)年

文書番号

001

002

003

003-001

003-002

003-003

003-004

文 書 名

充紙筆墨井買筆墨帳

写経目録

皇后宮職解移牒案

皇后宮職移案

皇后宮職解案

皇后宮職移案

皇后宮職解案

年 月 日

天 平3.4～ 天 平3.6

天平3.8.10以 前 ～ 天 平9.11.3

天 平3.8.10～ 天 平7.8.11

天 平3.8.10作 成

天 平3.8.10作 成

(天平4.8頃 作 成)

(天平4.8頃 作成)

写経事業 文 書 機 能

経師への充紙筆墨及び買筆

墨の記録(一 部返筆と雑物

受納の記録)

書写した経典の目録

上日・写紙報告の草案帳

上日・写紙報告の草案

上日・写紙報告の草案

上日・写紙報告の草案

上日・写紙報告の草案
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皇后宮職(→ 太政官)

皇后宮職(→ 太政官)

皇后宮職(→?)

皇后宮職(→ 図書寮)

皇后宮職(→ 太政官)

皇后宮職(→ 監物)

皇后宮職(→ 右京職)

皇后宮職(→ 民部省)

皇后宮職(→ 太政官)

皇后宮職(→ 監物)

皇后宮職(→ 図書寮)

皇后宮職(→ 図書寮)

皇后宮職(→ 兵部省)

皇后宮職(→ 申務省)

皇后宮職(→ 太政官)

大寺(大安寺力)→皇后宮職

一449

一474

一一474～475

一476～477

一477

一478

一478～479

一479

一480

一585

一585～586

一628

一629

一444

一629～630

七32

Z16②(2)

Z16③(1)

Z16③(1)

Zl6③(1)

Zl6③(1)～(2)

Z16③(2)

Z16③(2)

Z16③(2)

Z16③(2)～(3)

Z16③(3)～(4)

Z16③(4)～(5)

Z16③(5)

Z16③(5)

ZZ24/5〈1>～ 〈2>

ZZ24/5〈2>

ZZI6/3〈1>

二次

二次

二次

二次

二次

二次

二次

二次

二次

二次

二次

二次

二次

二次

二次

一・次

一次 応写書目録井雑物出納帳

一393～395
天平2.7,4作成

一次 写経行事申請啓案

七33～34

天平5,正,27作成

一次 写経行事申請啓案

七33～34

天平5,正,27作成

一次 写経行事申請啓案

七33～34

天平5,正,27作成

一次 写経行事申請啓案 天平5,正.27作成

七33～34(Z16③(1)裏)

僧智首優婆塞貢進文 天平4.3.25作成
一447～448(Z16③(2)裏)

一次 僧智首優婆塞貢進文

一447～448
天平4.3.25作 成

一次 僧智首優婆塞貢進文

一447～448
天平4,3,25作 成

一次 僧智首優婆塞貢進文

一447～448
天平4,3,25作成

一次 僧智首優婆塞貢進文 天平4,3,25作成
一447～448(Z16③(2)裏)

丹比広公手実(天 平4以 前.)10,27作 成

二四88

一次 丹比広公手実(天 平4以 前,)10,27作 成

二四88(Z16③(3)裏 。Z16③(4)は
一次利用で

、他の利用はなし。)

一次 功布申請啓案 天平6,7,11作成 一582～

583(Z16③(5)裏 。Z16③(4)は 一次利

用で、他の利用はなし。)

一次 功布申請啓案

583

天 平6.7、11作 成 一582～

一次 功布申請啓案

583

天 平6.7.11作 成 一582～

一次 皇后宮職移案(天 平7,7.29頃作成)二 四12

(ZZ24/5〈2>裏 。ZZ24/5〈1>は 現

存部分には他の利用なし。)

一次 皇后宮職移案(天 平7,7,29頃作成)二 四12

なし

作成または発信→受信

僧智首→皇后宮職

皇后宮職(→ 図書寮)

丹比広公→皇后宮職の写経

機関

大日本古文書

一447～448

二四11～12

二四88

所 在

Z16③(2)裏

ZZ24/5〈31>

Z16③(3)裏

紙の利用

一次

一次

一次

他 の 利 用

二次 皇后宮職解案 天平5,8,15作成 一477

皇后宮職移案 天平5.8.16作成 一478

皇后宮職移案(天 平5,8.16～天平5,8,28作

成)-478～479

皇后宮職移案 天平5.8。28作成 一479

皇后宮職解案 天平5,9,8作成 一480

なし

二次 皇后宮職解案 天平5,9,8作 成 一480

皇后宮職移案 天平6,8,5作成 一585
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003-005

003-OO6

003-OO7

003-008

003-009

003-010

003-011

003-012

003-013

003-014

003-015

003-016

003-017

003-018

003-019

004

皇后宮職解案

皇后宮職解案

皇后宮職牒案

皇后宮職移案

皇后宮職解案

皇后宮職移案

皇后宮職移案

皇后宮職移案

皇后宮職解案

皇后宮職移案

皇后宮職移案

皇后宮職移案

皇后宮職移案

皇后宮職移案

皇后宮職解案

大寺(大 安寺力)牒

天平4.8作 成

天平5.7.20作 成

天 平5。7.30作 成

天 平5.8.11作 成

天 平5.8.15作 成

天 平5.8.16作 成

(天平5.8.16～ 天 平5.8.28作 成)

天 平5.8.28作 成

天平5.9.8作 成

天平6.8.5作 成

天 平6.8。10作 成

天 平7.7.29作 成

天 平7.8.9作 成

〈天平7.8.9～ 天平7。8.11作 成)

天 平7.8.11作 成

天 平3.9.2作 成

上El・写紙報告の草案

上日・写紙報告の草案

上日・写紙報告の草案

上日・写紙報告の草案

上日・写紙報告の草案

上日・写紙報告の草案

上日・写紙報告の草案

上日・写紙報告の草案

上日・写紙報告の草案

上日・写紙報告の草案

上日・写紙報告の草案

上日・写紙報告の草案

上日・写紙報告の草案

上日・写紙報告の草案

上日・写紙報告の草案

経典の奉請

天平4(732)年

文書番号

001

002

003

文 書 名

僧智首優婆塞貢進文

皇后宮職移案

丹比広公手実

年 月 日

天平4.3.25作 成

(天平4。8頃作成)

(天 平4以 前.)10.27作 成

写経事業 文書機能

上日・写紙報告の草案

書写した経典名・用紙数の

報告
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作成または発信→受信

皇后宮職(→ 光明皇后)

皇后宮職の写経機関

皇后宮職の写経機関

皇后宮職の写経機関

皇后宮職の写経機関

大日本古文書

七33～34

二四15

二四15～16

二四23

二四17～22

所 在

Z16③(1)裏

ZZ23/4〈66>

ZZ23/4〈67>

ZZ14/7〈7>

ZZ12/1

紙の利用

一次

一次

一次

一次

一次

他 の 利 用

二次 皇后宮職解案 天平5,7。20作成 一474

皇后宮職牒案 天平5,7,30作成 一474～475

皇后宮職移案 天平5,8,11作成 一一476～477

皇后宮職解案 天平5,8,15作成 一477

なし

なし

なし

なし

作成または発信→受信

皇后宮職

皇后宮職の写経機関

皇后宮職(→ 光明皇后)

貢進者→皇后宮職

貢進者→皇后宮職

貢進者→皇后宮職

貢進者→皇后宮職

大日本古文書

注参照

七35

一582～583

一583～584

二四43～44

二四303

二四42～43

所 在

注参照

ZZ37/9〈1>

Z16③(5)裏

ZB47〈1>

ZZ28/3〈10>裏

ZZ28/3〈11>裏 ～

〈12>裏

ZZ28/3〈13>裏

紙の利用

一次

一次

一 次

一 次

一次

一次

一次

他 の 利 用

注参照

なし

二次 皇后宮職移案 天平6、8,10作成 一585～586

皇后宮職移案 天平7.7,29作成 一628

皇后宮職移案 天平7.8,9作成 一629

二次 写経請本注文(天 平9、)4、26作成 三147

～149

二次 充本井充装漬帳 天平14,7,24～

天平15,9、7八111～126

二次 充本井充装溝帳 天平14,7.24～

天平15,9,7八111～126

二次 充本井充装漬帳 天平14,7,24～

天平15,9,7八111～126

作成または発信→受信

皇后宮職(→ 図書寮)

皇后宮職(→ 光明皇后)

皇后宮職(→ 光明皇后)

皇后宮職(→ 光明皇后)

皇后宮職の写経機関

大日本古文書

二四12

七39～40

七42～43

七41～42、43～

44

二四46

所 在

ZZ24/5〈2>裏

ZZ42/2〈1>

ZZ42/2〈1>裏

ZZ42/2〈3>～ZZ

42/2〈3>裏

ZZ23/4〈70>

紙の利用

一次

一次

二次

一次

一 次

他 の 利 用

二次 皇后宮職移案

成)-444

皇后宮職解案

630

(天平7,8,9～ 天 平7,8,11作

天 平7,8,11作 成 一629～

二次 功布申請啓案(天 平7,12。17作成)七42～43

一次 功布申請文案 天平7,9,18作成 七39～40

なし

なし

作成または発信→受信

岡本家→皇后宮職

岡本宅→皇后宮職

岡本宅→皇后宮職

岡本家→皇后宮職

大日本古文書

七51～52

七51

七52

七52

所 在

ZZ16/3〈3>

ZZ16/3〈2>

ZZ16/3〈4>

ZZ16/3〈5>

紙の利用

一次

一次

一次

一次

他 の 利 用

なし

なし

なし

なし
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天平5(733)年

文書番号

001

002

003

004

005

文 書 名

写経行事申請啓案

'古頼小僧写経用紙注文

古頼少僧写経用紙注文

写大小乗経目録案

写大小乗経目録

年 月 日

天 平5.正.27作 成

(天平5.)3.9

(天平5頃)

(天平5頃)

(天平5頃)

写経事業 文書機能

写経行事報告の草案

用紙記録

用紙記録

書写した経典の目録の草案

書写した経典の目録

天平6(734)年

文書番号

001

002

003

004

005

006

007

文 書 名

造仏所作物帳案中巻

写経用紙注文

功布申請啓案

優婆塞貢進文

優婆塞貢進文

優婆塞貢進文

優婆塞貢進文

年 月 日

天 平6.5.1作 成

天 平6.6。15作 成

天 平6.7.11作 成

天 平6.7.27作 成

天 平6.7.27作 成

(天 平6.7.27作 成)

天 平6.7.27作 成

写経事業 文書機能

未写経典の書写用紙の用度案

功布申請の草案

天平7(735)年

文書番号

001

002

003

004

005

文 書 名

皇后宮職移案

功布申請文案

功布申請啓案

功布申請啓案

写経用紙注文

年 月 日

(天 平7.7,29頃 作 成)

天 平7.9.18作 成

(天平7.12.17作 成)

天 平7.12.17作 成

(天平7.3頃 力)

写経事業 文書機能

上日・写紙報告の草案

功布申請の草案

功布申請の草案

功布申請の草案

用紙記録

天平8(736)年

文書番号

001

002

003

004

文 書 名

岡本家解

岡本宅解

岡本宅解

岡本家解

年 月 日

天 平8.3(.12以 前)作 成

天 平8.3.12作 成

天 平8.3.14作 成

天平8.4.15作 成

写経事業 文書機能

経典の奉請

経典の奉請

経典の奉請

経典の奉請
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なし
一次

ZZ16/3〈6>七52～53岡本家→皇后宮職

二次 受物帳 天平9.9,20～天平10,正,25

七114～116

一次S4⑦(1)～(2)二4.二8皇后宮職

二次 受物 帳 天平9,9,20～ 天 平10.正.25

七114～116

一次
S4⑦(1)二4内侍司→皇后宮職主薪所

二次 受物 帳 天平9,9,20～ 天平10,正,25

七114～116

一次
S4⑦(2)二8内侍司→皇后宮職主薪所

なし
一次

ZZI4/3〈1>七53～54皇后宮職の写経機関

なし(但 し 〈23>・〈24>はもと包紙力)
一 次

ZZ16/8七54～90皇后宮職の写経機関

二次 充本井充装濫 帳 天平14.7,24～ 天平15。9,7

ノ＼,111～126

一次ZZ28/3〈4>裏 ～

〈1>裏

ノ、127～130皇后宮職の写経機関

なし
一次ZZ42/2〈2>七40～41皇后宮職(→ 光明皇后)

なし
一次ZZ27/4〈1>七90壬生又万呂→皇后宮職の写

経機関

二次 充本井充装漬帳 天平14,7,24～ 天平15,9,7

ノ、111～126

一次ZZ28/3〈5>裏二四47～48貢進者→皇后宮職

なし
一次ZK37二二192～195皇后宮職の写経機関

一次 下纏の未使用品二次ZZ12/11〈10>二四48～49皇后宮職の写経機関

注養

老
七

(七
二
三
)
年

〔○
〇

一
〕
南

一
甲
倉
納
籾
注
文

・
奥

に
余
白
あ
り
。
本
来
は
こ

の

一
紙

で
独
立

し
た
注
文

で
あ

っ
た
と

思
わ
れ
る
。

・
右

は
天

平
十

年
三

月
十

一
日
慈

訓

奉
請

注

文

(七

鵬
～

僻
)
に
、
左

は
年

月

日
未

詳

(天
平
十
年
頃

力
)
写
経
司
解

案

(二
四
鵬
～

佃
)
に
直
接
貼
り
継

が
れ

て
い
る
。
天
平

十
年
頃

に
反
故
と
し

て
皇
后

宮
職
か
ら

「写
経
所

」
に
も
た
ら

さ
れ
、
そ
れ
が
何
等

か

の
理
由

で

二
次
利
用
も

さ
れ
ず
ま
ぎ

れ
て
こ
こ

に
貼
り
継

が
れ
た
も

の
か
。
雑
受

書
井

進
書
案
文
及
返
書

(甲
)

〔天
平
九
年
○

=

〕

の
注
も
参
照
。

・
籾

四
百

六
十
三
石

の
検
収

注
文
だ
が
、
日

下
に

一
名

、
奥

に

四
名
も

の
署
名
が

あ

る
の

は
、

「光
明
子
家
」

に
お
け

る
ク
ラ
の
出
納

で
も
、
中
央
保
管
官
司

で
み
ら
れ
る
複
数
出

納
官
司
立
会
制
と
類
似
し
た
財
物
出
納
体
制
が
採
用
さ
れ

て
い
た

こ
と
に
よ
る
か
。

神
亀

四

(七
二
七
)
年

〔
O
O

一
〕
写
経
用
紙
収
納
帳

・
後
欠

。
端
裏

に

「
不
用
」

(未
収
)
と
あ

る
か
ら
冒
頭
部
分

は
本
来

の
も

の
だ

ろ
う
。

・
端

と
奥

に
付
箋

あ
り
。
写
真

で
は
前
者

に
文
字
を
確

認
す

る
こ
と
は

で
き
な

い
が
、
後

(巻
)

者

に
は

「
第
七
峡

ノ
十
五
口
」
と
あ

る
。

・
現
在

右
は
新
補
白

紙
で
左

は
巻

尾
。

・
栄
原
永
遠
男

「藤

原
光

明
子
と
大
般
若
経
書

写
1

「
写
経
料

紙
帳

」
に

つ
い
て
ー

」

(前

掲
)
・
新
川
登
亀
男

「神
亀

四

・
五
年

の
写
経
事
業
」

(前

掲
)
参

照
。

〔○
〇

二
〕
写
経
用
紙
収
納
注
文

・
奥

に
余
白
あ
り
。
こ

の

一
紙

で
独
立
し
た
注
文
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

・
奥

に
付
箋
あ
り
。
「
珊

一
ノ
四
」
と
あ
る
。
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経典の奉請天平8.5.29作 成岡本家啓005

天平8.7.29～ 天 平8.8。26内侍司牒継文006

天平8.7.29作 成内侍司牒006-001

天 平8.8.26作 成内侍司牒006-002

本経の奉請五月一日経書写天平8.9.29作 成写経請本注文007

本経の奉請五月一日経書写天平8.9.29～ 天 平13.③.21写経請本帳008

上日・用紙数の記録五月一日経書写(天平8。)10～(天 平8.)11経師上日井用紙帳009

功布申請の草案五月一日経書写(天平8.11以 降作成)功布申請文案010

装漬用紙数の報告天 平8.12.19作 成装満壬生又万呂手実011

天平&12優婆塞貢進文012

勘経記録五月一日経書写(天平8頃 作成)大宝積経勘出注文013

用紙記録(天平8頃 作成)写経用紙注文014

.
現
在
左
右
と
も
新
補
白
紙

。

・
年

月
日
は
写
経
用
紙
収
納
帳

〔神
亀

四
年

○
〇

一
〕

と
の
対
応

関
係

か
ら

の
推
定
。

・
栄
原
永
遠
男

「
藤
原
光
明

子
と
大
般
若
経

書
写
1

「
写
経
料
紙
帳
」

に

つ
い
て
ー

」

(前

掲
)
参
照
。

〔
○
〇
三
〕
雑
物
出
納
帳

・
前

後
欠
。
二
次
利
用
時

に
切

断
さ
れ
た
か
。

・
現
在
左
右
と
も
新
補
白
紙

。

・
鷺
森
浩
幸

「
藤
原
光
明
子
家

に
関
す
る

一
史
料
」

(前
掲
)
参

照
。

〔
○
〇
四
〕
経
師
等

歴
名
様
公

文
式

・
現
存
す
る
十
行
で
完
結
か
。

・
現
在
左
右
と
も
新
補
白
紙

。

・
年
月
日
は
、
天
平
九
年

以
降
作
成

と
す

べ
き

か
。

三
-

一
-

一
参

照
。

神
亀
五

(七

二
八
)
年

〔O
O
一
〕

(伯
替
広
国
)
解

・
前
欠
。

二
次
利

用

の
天
平
十

二
年

四
月

十

日
土
師
真
木

嶋
啓

(七

婿
)
は

Z
Z
26
/
2

〈
8
>
～

〈
9
>
の
二
紙
か
ら

な
る
が
、

〈8
>
は
真
木
嶋
啓

か
ら
み

て
端

裏

に
あ
た

る
位

置

に

「
注
界
」

(未
収
)
と

あ
る
他

は
紙
背

は
空
で
あ
る
。
こ
の
紙

を
利
用
し

て
真

木
嶋
啓

を
作
成

し
よ
う
と
し
た
が
、
書
き

き
れ
な
く
な

っ
た
た
め

に

(伯
替

広
国
)
解
を

切
断

し

て
貼
り
継
ぎ
、
真
木
嶋
啓

を
完
成

さ
せ
た

の
で
あ
ろ
う

。

・
安
居
僧
等

の
坐
料
を
請
求
す

る
、
と

い
う
内
容

か
ら
、
伯

誉
広
国
個

人

で
は
な
く

そ

の

所
属
官
司
が
発
信
し
た
文
書

と
判
断

す
べ
き
。

天
平
二

(七
三
〇
)
年

〔○
〇

一
〕
応
写
書
目
録
井
雑

物
出

納
帳
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・
前
後
欠
。

二
次
利
用
時

に
切
断
さ
れ
た
か
。

・
現
在
左
右
と
も
新
補
白
紙
。

・
皇
后
宮

職
解
移
牒
案

〔
天
平
三
年
○

〇
三
〕

の
天
平
三

・
四
年

作
成
部

分

に
対

応
す

る

記
載
あ
り
。
そ

れ
に
よ
り
、
冒
頭

の
第
十
三
峡
ま

で

の
書
は

『晋
書
』

(百
三
十
巻

)
と

判
明
す

る
。

・
現
状

の
奥
裏

に
あ
た
る
位
置

に

「辛
晋
書

一
秩
」

(未

収
)
と

あ
る

の
も

こ
の
文
書

に
関

連
す

る
も

の
か
。

天
平

三

(七
三

一
)
年

〔
○
〇

一
〕
充

紙
筆

墨
井
買
筆
墨
帳

・
完
存

か
。

・
現
在

左
右
と
も
新
補
白
紙
。

・
一
部
は
経

師

の
返
筆
と

「寺

度
」
雑

物

の
記
録
。

こ
の
雑

物
は
応

写
書

目
録
井
雑

物
出

納
帳

〔天
平

二
年
O
O

こ

に
み
え

る
も

の
の

一
部
と
対
応
す
る
か
。

〔○
〇

二
〕
写
経
目
録

・
全
十

四
紙
。
但
し
前
欠

で
、

一
紙

目
は
、

二
紙
目

以
降

と
同

じ
長
さ

で
あ

っ
た
と
し

た

ら
、
半
分
程

が
失
わ

れ
て

い
る
こ
と

に
な
る
。
奥

に
余
白
が

あ
り
、
記
載
は

完
了
し

て

い
る
と

み
て
よ

い
。

〔
○
〇
三
〕
皇
后
宮
職
解
移
牒
案

・
他
官

司
か
ら

経
師
と
し

て
出
向

し

て
き
た
者

の
上
日

・
写
紙
報

告
文
書

を
、
追

い
込

み

式

で
列
記

し

た
草
案

帳
。
そ

の
内
容

に

つ
い

て
は
、
井

上
薫

『奈
良

朝

仏
教

史

の
研

究
』

(吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
六
年

)
第

三
章

「
写
経
事
業

の
創
始
」

に
詳

し

い
分
析
が

あ
る
。

・
次

の
四
断
簡
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
判
断
し
た
。

④

Z

16
①

天
平
三
年
分

③

Z
16
②

(1
)
～

(
2
)

天
平
四
年
分

◎

Z
16
③

(1
)
～

(
5
)

天
平
五
～
七
年
分

⑫

Z
Z
24
/

5

〈
1
>
～

〈
2
>

天
平
七
年
分

④

の
記
載
は

一
行

分

の
み
だ
が
紙
背

に
ま
わ
さ

れ
て
お
り
、
当
初

は
複
数
年

次

に
わ

た

る
帳
簿
と
す

る
意
図
は
な
か

っ
た
も

の
と
推
定

さ
れ

る
。
中
林

隆
之

「優
婆

塞

(夷
)

貢
進
制
度

の
展
開
」

(
『正
倉

院
文
書

研
究
』

一
、

一
九

九
三
年
)

は
、
⑪

の
後

に
、
同

様

の
性
格

の
天
平
十

一
年

八
月
十

四
日
皇

后
宮
職

移
案

(
Z
Z
24
/
5
〈
6
>
、

二
捌
)

と
年
月

日
未
詳
皇
后
宮

職
移
案

(Z
Z
24
/
5
〈
7
>
、

二
四

13
)
が
接
続

す

る
可
能

性

を
指
摘

す
る
。
た
だ
、
⑪

が
明
ら
か

に
後

欠

で
、
紙

の
痛

み
も

目
立

つ
こ
と
、

Z
Z
24

/
5
の
写
真

を
み

る
に
、

〈
7
>
と

〈
8
>
の
間
は

明
ら
か

に
新
補
白

紙

が
あ
る

が
、

〈
6
>

と

〈
7
>
、

〈
5
>
と

〈
6
>
が
直
接
貼

り
継
が
れ

て

い
る

の
か
新
補

白
紙
を

は
さ
む

の
か
判

断

し
難

い
こ
と
か
ら
、
と
り
あ
え
ず

こ
の
四
断
簡
と
し

て
お
く
。

〔
○
〇
三
ー

○
〇
四
〕
皇
后
宮
職
解
案

・
こ

の
文
書

の
右

に
、

「皇
后
宮
耳
/
写
紙

紙
」

(未
収
)
と
あ

る
。

≧
≧
≧
≧

〔
O
O
三
1

0
0
五
〕
皇
后
宮
職
解
案

・
直
前

の
皇

后
宮
職
解
案

〔天
平

三
年

○
〇
三
l

O
O
四
〕
を
書
き
直
し
た
も

の
。

〔
○
〇
三
1

0

一
九
〕
皇
后
宮
職
解
案

・
後
欠
。
紙

の
痛
み
も
激

し

い
。

・
奥
に
付
箋
が

二
つ
あ
り
。
右

か
ら
、
「
廿
九
ノ
五
」
・
コ

」

と
あ

る
。

・
解

で
あ

る
の
に
、
充
所

が
明
記
さ
れ
て

い
る

の
が
注
目
さ
れ
る
。

〔○
〇
四
〕
大
寺

(大
安
寺
ヵ
)
牒

・
現
在
右
は
巻
首

で
左
は
新
補
白
紙
。

天
平

四

(七
三
二
)
年

〔
○
〇
二
〕
皇

后
宮
職
移
案
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・
前
欠

。
奥

に
は
僅

か
に
余
白

が
あ
る
。

・
中
央

下
部
に
付
箋

あ
り
。
「
廿
三
峡

二
巻

」
と
あ
る
。

・
現
在
左

右
と
も
新

補
白

紙
。

・
皇
后
宮
職
移
案

〔
天
平
三
年

○
〇
三
i

O
O

三
〕

と
ほ

ぼ
同
内

容
だ

が
、
加
筆

に
よ

る

訂
正
を
採
用

し

て
い
る
部
分

が
あ

る
の
で
、
こ
ち
ら
が

よ
り
後
次

の
も

の
で
あ

る
。
但

し
、
明
ら
か
に
正
文
で
も
正
式

の
案
文
で
も
な

い
。

〔○
〇
三
〕
丹
比
広
公
手
実

・
現
在
右

は
白

紙
、
左

は
僧
智
首

優
婆
塞
貢
進

文

〔
天
平

四
年

○
〇

一
〕
に
貼
り
継

が

れ

て
い
る
が
、
明
ら
か
に

二
次
利
用
時
か
ら

の
接
続
。

・
二
次
利
用
面
と

の
関
係
か
ら
、
「
十
月
廿
七
日
」
と

は
天
平
四
年
以
前

の
十
月
二
十
七

日

の
こ
と
と

推
定

で
き

る
。

こ
れ
に
誤
り
な

け
れ
ば
、
現
存
す

る
最
古

の
手
実
と

い
う

こ

と
に
な
る
。

天
平
五

(七
三
三
)
年

〔○
〇

一
〕
写
経
行
事
申
請
啓
案

・
現
在
右

は
僧
智
首
優
婆

塞
貢
進
文

〔天

平
四
年
○

〇

一
〕
に
貼
り
継

が
れ

て

い
る
が
、

明
ら
か

に
二
次
利
用
時
か
ら

の
接
続
。
左

は
新
補
白
紙
。

・
写
経
目
録

〔天
平
三
年
○
〇

二
〕

に
ほ
ぼ
対
応
す

る
写
経
事
業
が
み
え
る
。

〔○
〇

二
〕
古
頼
小
僧
写
経
用
紙
注
文

・
紙
数

の
合
計
等
内
容

上
は

こ
の

一
紙

で
独
立

し
た
注
文

(手

実
?
)
で
あ

っ
て
も

お
か

し
く
な

い
。

・
現
在
左
右
と
も
新
補
白
紙
。

ロ

　

ロ

リ

　

　

・
写
経
目
録

〔天
平

三
年

○
〇
二
〕

の

「
賢
愚
経

二
峡

十
七
巻

〈先
十
巻
後

七
巻
〉

〈下

り

り

り

り

一
百
十

三
/
上
百
廿

八
〉
」
と

い
う
記
載
と

の
対
応

か
ら
天
平

五
年
頃

の
も

の
と
推

測
さ

れ
る
が
、

「大
宝
経
」
・
「法
花
疏
」

は
同

目
録

の
天
平

八
年

三
月
～
九

月

の
記
載

に
対
応

す
る
よ
う

で
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
断
案
を
示
す
こ
と
は
で
き
な

い
。

〔○
〇
三
〕
古
頼
少
僧
写
経
用
紙
注
文

・
左
右

に
若
干

の
余
白
あ
り

。
紙

数

の
合
計
等
内

容
か
ら
も
、

こ
の

一
紙

で
独
立

し
た
注

文

(手
実

?
)

で
あ

っ
た
か
、
と
思
わ
れ
る
。

・
現
在
左
右
と
も
新
補
白
紙
。

・
年
月

日
の
推
定
は
、
更

に
検
討
す
る
必
要
あ
り
。

〔
○
〇
四
〕
写
大
小
乗
経
目
録
案

・
こ
れ
で
独
立
し

た
草
案

と
思
わ
れ
、
写
大

小
乗
経

目
録

〔天
平

五
年

○
〇
五
〕

の
冒

頭

と
対
応
す

る
。

・
現
在
左
右
と
も
新
補
白
紙
。

・
当

初
は
小
乗
経

の
み

の
目
録

の
予
定

だ

っ
た

が
、
大
乗

経
も
合
わ

せ
た
目
録

に
変
更

し

た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

・
年

月
日
は
、
写
経

目
録

〔天
平

三
年

○
〇
二
〕
と

の
対
応
関
係
か

ら
の
推
定
。

〔
○
〇
五
〕
写
大
小
乗
経
目
録

・
全

三
紙
で
首

尾
完
存
。

・
年

月
日
は
、
写
経
目
録

〔
天
平
三
年

○
〇
二
〕
と

の
対

応
関
係

か
ら

の
推
定

で
、
同
目

録
か
ら
峡

編
成

も
判

明
す

る
。

天
平
六

(七
三
四
)
年

〔○
〇

一
〕
造
仏
所
作
物
帳
案
中
巻

・
福
山
敏
男

「
奈
良
時
代

に
於
け

る
興
福
寺

西
金
堂

の
造

営
」

(前

掲
)
は
上

・
中

・
下
三

巻
そ
れ
ぞ

れ

の
断
簡
を
含

む
も

の
と
し

て
復

原
し
た
が
、
渡

辺
晃

宏
氏

に
よ

っ
て
中
巻

の
み
と
す

る
復
原
案
が
示

さ
れ
た
。
同

「
金
光
明
寺

写
経
所
と
反

故
文
書
」

(『弘

前
大

学
国
史
研

究
』

八

一
、

一
九
八
六
年
)
参

照
。
な
お
、
同
論

文

の
復

原
案

の
表

で

「未

収
」
と
さ

れ

て

い
る
第
九
断

簡
と
第

二
七
断
簡

に

つ
い
て
は
、

『正
倉

院
文
書

拾
遺
』
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(国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、

一
九
九

二
年
)

の
二
二
二
～

二
二
三

ペ
ー
ジ
と

『正
倉

院
年

報
』

一
六

の
八

四
～
九

一
ペ
ー
ジ
参
照
。

・
こ
の
内
容

に

つ
い
て
も
、
右
掲

の
福
山
、
渡
辺
両
氏

の
論
文
参
照
。

〔○
〇

二
〕
写
経
用
紙
注
文

・
左
右

に
余
白
あ
り

。
こ
れ
で
独
立

し
た
注
文
と
思

わ
れ
る
。

・
奥

に
付
箋

が
二

つ
あ
り

。
右

か
ら
「
一

」
、
「廿
秩

六
巻
」
と
あ

る
。

・
現
在
右

は
巻
首

で
左

は
新
補
白

紙
。

〔
○
〇
三
〕
功
布
申
請
啓
案

・
現
在

右
は
新
補
白

紙
。
左
は
白
紙

に
貼
り
継

が
れ

て
い
る
が
、
明

ら
か

に
二
次
利

用
時

か
ら
の
接

続
。

・
端

の
下
方
に

「今

管
」

(下

の
字
は

「
写
」
と
書

き
か
け
た
も

の
。
未
収

)
と
あ
り
。

・
写
経
目
録

〔
天
平

三
年

○

〇
二
〕

の

「
最
勝

王
経
十

部

一
百
巻

〈黄

紙
及
標
〉

/

〈
六

月

一
日
始
七
月
十
日
了
〉
」
と

い
う
記
載
と
対
応
。

天
平
七

(七
三
五
)
年

〔○
〇

一
〕
皇

后
宮
職
移
案

・
途
中

で
書
き
捨

て
ら
れ

て
お
り
、
左
に
か
な
り

の
余
白
が
あ
る
。

・
経
師
名

・
上

日
数

・
集

計
期
間
等

と
二
次
利
用
面

と

の
関

係
か

ら
、
恐

ら
く

天
平
七
年

の
も

の
と
推

定
さ
れ

る
。
皇
后

宮
職
移
案

〔
○
〇
三
1

0

一
六
〕

の
前

段
階

の
文
書

か
。

〔○
〇

二
〕
功
布
申
請
文
案

・
現
在
右
は
巻
首

で
左
は
新
補
白
紙
。

・
「
千
手
千
眼
経

一
巻
」

に

つ
い
て
は
、
対
応
す

る
か
と
思
わ

れ
る
記
載
が
写
経

目
録

〔
天

平
三
年
○
〇

二
〕

に
み
え

る
。

〔
○
〇
三
〕
功
布
申
請
啓
案

・
途
中

で
書
き
捨

て
ら

れ
て
お
り
、
左

に
か
な
り

の
余
白
あ
り
。

・
現
在
右
は
新
補
白
紙

で
左

は
巻
首
。

・
内
容
上
、
功
布
申
請
啓
案

〔天
平
七
年
○
〇
四
〕
と
連
続
す

る
。

・
写
経
目
録

〔天
平
三
年
○
〇

二
〕
に
対
応
す
る
記
載
あ
り
。

〔○
〇
四
〕
功
布
申
請
啓
案

・
前
欠
。
記
載

が
紙
背

に
連
続
す

る
か
ら
、
奥

は
本

来

の
状
態
を

保

っ
て
い
る
と

思
わ

れ

る
。

・
現
在
左
右
と
も
新
補
白
紙
。

・
内
容
上
、
功
布
申
請
啓
案

〔天
平
七
年
○

〇
三
〕
と
連
続
す

る
。

〔
○
〇
五
〕
写
経
用
紙
注
文

・
左

に
か
な
り

の
余
白
あ
り
。

こ
の

一
紙

で
独
立
し
た
注
文

で
あ

っ
た
か
。

・
現
在
左
右
と
も
新
補
白
紙
。

・
年
月

日
は
、
写
経

目
録

〔天
平

三
年

O
O
二
〕
と

の
対
応
関
係

に
よ
る
推
定
。

天
平

八

(七
三
六
)
年

〔
○
〇

一
〕
岡
本
家
解

〔
○
〇
二
〕
岡
本
宅
解

〔
○
〇
三
〕
岡
本
宅
解

〔○
〇
四
〕
岡
本
家
解

〔○
〇
五
〕
岡
本
家
啓

・
右

の
五
通

に

つ
い
て
は
、
西
洋
子

「岡

本
宅
小

考
」

(
『国
史
談

話
会

雑
誌
』
三

八
、

一

九
九
七
年
)
参
照
。

〔○
〇
六
〕
内
侍
司
牒
継
文

・
内
侍
司
か
ら
皇
后
宮
職
管
下

の
主
薪
所
に
充

て
ら
れ
た
牒
を
継
文
に
し
た
も
の
。

・
前
後
欠

か
。
但

し
、
二
次
利
用
時

に
は
す

で
に
こ
の

二
紙

の
み

で
あ

っ
た
ら
し
く
、

二

次
文
書

の
記
載
が

一
部

一
次
利
用
面
に
ま
わ
さ
れ
て

い
る
。
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・
現
在
左
右
と
も
新
補
白
紙
。

〔
○
〇
七
〕
写
経
請
本
注
文

・
首
尾
完
存
。

・
現
在
右

は
巻
首

で
左

は
新
補
白
紙
。

・
写
経
請
本
帳

〔天
平

八
年

○
〇
八
〕

の
第

二
紙

に
完
全

に
対
応
す

る
。

〔
○
〇

八
〕
写
経
請
本
帳

・
全

二
十
五
紙

で
首

尾
完
存
。
但
し
、
極
端

に
短

い
紙
も

あ
り
、
切
断

・
継
ぎ

直
し

の
行

わ

れ
た
可
能
性

は
否
定

で
き
な

い
。

・
写
経

目
録

〔天
平
三
年

○
〇

二
〕
と

の
対
応

関
係

か
ら
す

る
と
、
追
記

の

「
写
」

は
書

写
終
了
、

「送
」
は
本
経
返
送
、

「了
」

は
秩
編
成
終
了

の
意

か
。

〔
○
〇
九
〕
経
師
上

日
井
用
紙
帳

・
首
尾

は
本
来

の
も

の
で
あ

ろ
う
が
、

Z
Z
28
/
3
〈
4
>
裏

と
〈
3
>
裏

と
は

二
次
利

用
時

の
接
続

で
、
中
間
欠
と

思
わ
れ

る
。

口
座

式

の
帳
簿

で
あ
る

が
、
功
布

申
請
文

案

〔天

平

八
年

〇

一
〇
〕
と

の
対

応
関
係

か
ら
、
欠

け

て
い
る
の
は
腰
高
松
栢

の
口
座

の
後

半

と
刑
部
得
麿

の
口
座

の
前
半
と
推
定

さ
れ
る
。

・
年

月

日

の
推

定

及
び

五
月

一
日
経

関
係

と
し

た

の
は
、
写
経

目
録

〔天

平
三
年

O
O

二
〕
・
写
経
請

本
注
文

〔天
平

八
年
○
〇

七
〕
・
写
経
請

本
帳

〔
天
平

八
年
○

〇
八
〕
と

の
経
典
名

の
対
応

に
よ
る
。

〔
〇

一
〇
〕
功
布
申
請
文
案

・
前
僅

欠
。
奥

に
は
か
な

り

の
余
白

が
あ

る
。
こ

の

一
紙

で
独
立
し
た

草
案

で
あ

っ
た
と

思
わ
れ

る
。

・
現
在
左
右
と
も
新
補
白
紙
。

・
年
月

日

の
推
定
及

び
五
月

一
日
経

関
係
と

し
た

の
は
、
経
師
上

日
井

用
紙
帳

〔天

平
八

年
○
〇
九
〕
と

の
経
師
名

の
対
応

に
よ
る
。

〔
〇

一
一
〕
装
漬
壬
生
又
万
呂
手
実

・
奥
に
余
白
あ
り
。

こ
の

一
紙
で
独
立
し
た
手
実

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

・
奥

に
付
箋
あ
り
。
「
一
」
と
あ
る
。

〔〇

一
三
〕
大
宝
積
経
勘
出
注
文

・
全

二
紙

で
首
尾
完
存
。
左
に
か
な
り
余
白
あ
り
。

・
聖
語

蔵

伝
来

の
大

宝
積

経

の
う
ち
、

五
月

一
日

経

の
も

の
と
対

応
す

る
。
杉
本

一
樹

「
古
文
書

の
調
査
」

(
『正
倉

院
年

報
』
九
、

一
九
八
七
年
)
参

照
。
年
月

日

の
推
定
も
、

こ
の
対

応
関
係
と
、
写
経
目
録

〔
天
平
三
年
○

〇
二
〕
の
大
宝
積
経
書

写

の
記
録

に
よ

る
。

〔〇

一
四
〕
写
経
用
紙
注
文

・
前
後
欠
か
。

・
奥

に
付
箋
あ
り
。
「
第
十
九
峡
二
巻
」
と
あ
る
。

・
年
月
日
は
、
写
経
目
録

〔天
平
三
年
○
〇
二
〕
と

の
対
応
関
係
に
よ
る
推
定
。
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四

天
平
九
年

・
十
年

四
-

一

天
平
九
年

・
十
年
の
概
観

天
平
九
年
二
月
か
ら
五
月

一
日
経
の
本
格
的
な
書
写
が
始
ま
る
が
、
こ
の
頃
は

五
月

一
日
経
以
外

の
経
巻

の
書
写

(
い
わ
ゆ
る

「間
写
」)
の
こ
と
を

「外
写
」

と
呼
び
、
「内
写
」
(
い
わ
ゆ
る

「常
写
」
)
と
区
別
し
て
い
る

(山
下
論
文
)
。

内
写
の
書
写
過
程
に
つ
い
て
は
栄
原
論
文
に
詳
し
い
が
、
さ
ら
に
時
期
を
区
分

す
る
な
ら
、

(A
)
天
平
9
年
2
月
23
日
～
5
月

13
日

(B
)
天
平
9
年
9
月
24
日
～
12
月

4
日

(C
)
天
平
10
年
2
月
20
日
～
5
月

28
日

(D
)
天
平
10
年
5
月
28
日
以
降

以
上
四
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。
(「日
用
紙
目
録
」
〔天
平
九
年
○
〇
二
ー
○
〇
二
〕、

栄
原
論
文
に
よ
る
)。

(A
)
～

(B
)、

(B
)
～

(C
)
の
二
回
の
中
断
は
、
そ

れ
ぞ
れ
疫
病
の
流
行
と
阿
倍
内
親
王
立
太
子
に
関
わ
る
も

の
だ
ろ
う
。

一
方
、
外
写
の
方
は
管
見
の
限
り
で
、
以
下
の
よ
う
に
挙
げ
ら
れ
る
。

唯
識
論
疏

天
平
九
年
正
月

法
華
経

・
最
勝
王
経

等

天
平
九
年
三
月
以
前

唯
識
論
疏

天
平
九
年
九
月

最
勝
王
経

・
仁
王
経

・
弥
勒
経

・
灌
頂
経

(二
部
)

等

天
平
九
年
九
月
～
年
末

唯
識
論
疏

天
平
九
年
十
月

唯
識
論
疏

天
平
九
年
十
二
月

随
求
即
得
陀
羅
尼

等

天
平
九
年
十
月

法
華
経

(九
巻
)
摩
詞
摩
耶
経

天
平
十
年
初
頭

能
断
般
若
経

等

天
平
十
年
二
月

法
華
経

・
大
仏
頂
経

(四
巻
注
)
天
平
十
年
三
月

大
般
若
経

天
平
十
年
三
月
以
後

(実
施
は
翌
年
)

摂
論

・
七
巻
章

・
大
仏
頂
経

(二
巻
注
)
・
弥
勒
経

天
平
十
年
五
月
以
前

能
断
金
剛
般
若
経

天
平
十
年
五
月
以
前

大
品
般
若
経

天
平
十
年
五
月
以
前

法
華
経

・
弥
勒
経

・
梵
天
経

天
平
十
年
六
月

法
華
経

(二
部
)

天
平
十
年
八
月

観
自
在
菩
薩
如
意
心
陀
羅
尼
呪
経

・
如
意
輪
陀
羅
尼
経

・
千
転
陀
羅
尼
観
世

音
菩
薩
呪
経

天
平
十
年
九
月

最
勝
王
経

・
千
手
経

天
平
十
年
九
月
以
後

特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
阿
倍
内
親
王
立
太
子
と
関
わ
る
能
断
般
若
経
等

の
書
写

で
あ
り
、
き
わ
め
て
短
期
間
で
行
わ
れ
て
い
る
。
D
期
以
降
は
、
五
月

一
日
経
書

写
の
ペ
ー
ス
は
幾
分
か
落
ち
た
よ
う
で
あ
る

(栄
原
論
文
)。

ま
た
、
五
月

一
日
経
の
本
格
的
書
写
が
始
ま

っ
た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
、
作
業

の
過
程
を
詳
細
に
記
し
た
帳
簿
を
作
り
出
す
の
が
、
こ
の
時
期
で
あ
る
。
日
用
紙

目
録

〔天
平
九
年
○
〇
二
ー
○
〇
二
〕
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
初
は
雑
多
な
注

文
に
分
け
て
い
た
記
録
を
、
次
第
に
貼
り
合
わ
せ
て
帳
簿
に
仕
立
て
上
げ
て
い
っ

た
ら
し
く
、
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
す
る
と
そ
の
ま
ま
紙
背
に
記
録
を
続
け
た
り
、
か

な
り
泥
縄
式
な
記
録
法
が
取
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
後
の
整

っ
た
帳
簿
作
成
法
が

形
成
さ
れ
る
過
程
と
し
て
興
味
深

い
。
ま
た
、
写
経
行
事
帳

〔天
平
九
年
○
〇

九
〕
の
よ
う
に
、
紙
の
両
面
を
使

い
切
る
こ
と
が
当
時

の
用
法
だ

っ
た
よ
う
で
あ
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る
。最
後
に
、
今
日
伝
存
す
る
こ
の
時
期
の
奉
請
文
等
や
雑
多
な
注
文

・
解
案
等
は
、

雑
受
書
井
進
書
案
文
及
返
書

(甲
)
〔天
平
九
年
〇

一
一
〕
で
述
べ
る
よ
う
に
、

天
平
十

一
年
中
頃
に
継
文
に
ま
と
め
ら
れ
た
ら
し
く
、
こ
の
時
期
に
は
多
く
は

一

紙
物
と
し
て
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
正
倉
院
文
書
の
形
成
過
程
を
考
え
る

上
で
も
興
味
深

い
事
実
と

い
え
よ
う
。

[参

考

文

献

]

福
山
敏

男

「奈
良
朝

に
於

け
る
写
経
所

に
関
す

る
研
究
」

(初
出

一
九
三

二
年
)

福
山
敏

男

「再

び
奈
良
朝

に
於

け
る
写
経
所

に
就

い
て
」

(初
出

一
九

三
五
年
)

以
上
、

『福

山
敏
男

著
作
集

二

寺

院
建
築

の
研

究

中
』
、
中

央
公
論
美

術
出

版
、

一
九

八
二
年

所
収

)

皆

川
完

一

「光

明
皇
后
御
願

五
月

一
日
経

の
書

写
に

つ
い
て
」

(
『日
本
古
代
史

論
集

上
』
、

吉

川
弘
文
館

、

一
九

六
二
年

所

収
)

栄
原
永
遠
男

「
初
期

写
経
所

に
関
す
る

二
三
の
問
題
」

(
『日
本
政
治
社
会
史

研
究

上
』
、

塙
書

房
、

一
九

入
四
年

所
収

)

杉
本

一
樹

「古

文
書

の
調
査
」

(『
正
倉

院
年

報
』
第

十
三
号
、

一
九
九

一
年
)

中
林
隆

之

「
律
令
制

下

の
皇

后
宮
職

(上
)

(下
)」

(
『新

潟
史
学
』

三

一
・
三
二
、

一
九

九

三

・
九
四
年

)

山
下
有
美

『正
倉

院
文
書
と
写
経
所

の
研
究
』
第

一
章
第

一
節

(吉
川

弘
文
館
、

一
九
九

九
年

)

(初
出

一
九
九
四
年

)
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作成または発信
→受信

写経司

写経司

写経司?

写経司

写経司

写経司

写経司

写経司

写経司

写経司→(皇

后宮職)

写経司

写経司

写経司

写経司→(皇

后宮職)

小野備宅→皇

后宮職

写経司

写経司

皇后宮 職→

(大安寺)案?

経師所?

写経所(?)

写経司

写経 司→(皇
后宮職)

写経司

写経司→(皇

后宮職)

写経司

仁勝→写経司

写経司→(山

科寺)

写経司→北殿

大日本古文書

二 四50～53

二二186

七378～381

七92～99.1

七99～101、102.6～

102,7、116～120

七102.1～102.5

七91.3～91。6

七99。2～99.9

七184～186

七103～105

七106.1～106.3

七106～108

二25～26

二28

七192～194

二28～29

二30

七114～116

七127～165

七120～121

七173～175

七187～188、175～176

七176

七176

七176～177

所 在

ZZ14/6〈5>～ 〈6>

ZZ14/6〈7>

ZZ43/1

ZZ43/1〈1>～ 〈3>

ZZ43/1〈5>裏 ～ 〈3>

裏 、 〈4>

ZZ43/1〈7>～ 〈8>

〈8>裏 ～ 〈7>裏

ZZ43/1〈8>

ZZ43/1〈6>裏

ZZ43/1〈3>裏

ZZ43/1〈2>裏 ～ 〈1>

裏

ZZ28/1

ZZ28/1〈1>～ 〈10>

ZZ28/1〈11>

ZZ28/1〈12>～ 〈13>

ZZ37/9〈3>

Z45〈5>

ZZI6/2〈4>

S44⑤

ZZ44/10〈26>

S4⑦ 裏

ZZ19/1

ZZ10/23〈1>

ZZI7/1〈11>

ZZ17/1〈12>裏 、 〈12>

ZZ17/1〈13>

ZZ17/1〈13>

ZZ17/1〈14>

紙の利用

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

二次

一次

一次

二次

一次

一次

一次

一次

他の利用

な し

な し

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

な し

な し

な し

な し

な し

な し

(一 次)内 侍 所 牒(二4)天 平8。7.29、

内 侍 所 牒(二8)天 平8.8.26

な し

(一次)校 紙注文(二 四123～124)(天 平

11)

なし

なし

なし
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四-二 目 録

天平9(737)年

文書番号

001

一 〇〇1

一〇〇2

002

一〇〇1

一〇〇2

一〇〇3

一〇〇4

一〇〇5

一〇〇6

一〇〇7

003

一〇〇1

一〇〇2

一〇〇3

004

005

006

一 〇〇1

一〇〇2

007

008

009

010

011

一 〇〇1

一〇〇2

一〇〇3

一〇〇4

一〇〇5

文 書 名

一切経経巻注文井着軸注文継文

一切経経巻注文

大小乗経論軸注文

日用紙目録

日用紙目録

日用紙目録

校紙目録

筆墨直銭注文

外写用紙注文

装漬上紙目録

経師装漬及校生造物井給物案

写一切経装演注文継文

写一切経装満注文

写一切経装横注文

写一切経充経緒軸井表紙注文

写経勘紙解案

小野備宅啓

経巻泳一立#塞 諸立継立

経巻注文

皇后宮職牒(案?)

布施受物帳

写経所(?)受 物帳

写経行事帳

唯識論疏写紙井布施啓案

雑受書井進書案文及返書(甲)

写経司解案

経巻収納進送注文

仁勝経巻収納状

大品般若経返送状案

写経司解

年 月 日

(天 平9.2～)

(天 平9.2～ 天 平10.3頃 〉

(天平9～ 天平10頃 作 成?)

天 平9.2.23～ 天 平11.11.14

天 平11.7.12～ 天平11,11,14

天 平9。2.23～ 天 平10.5.28

天 平9.2.25～ 天 平9。11.15

天 平9.4.1～ 天平9.10.13

(天平9～10)

天 平9.2.23～ 天 平9.5.9

天 平10.8.6作 成

天 平9.2.23～ 天 平10.9.7

天 平9.2.23～ 天 平9.5.13

(天平10.9以 降)

天 平10.閏7.1～ 天 平10.9,7

天 平9.3.13作 成

天 平9.4。4作 成

(天平9.4頃)

(天平9.4頃 作成)

天 平9.4.6作 成

天 平9.9.20～ 天 平10.2.7

天 平9.9.20～ 天 平10.1.25

天 平9.9.24～ 天 平11.12

天 平9.10.18作 成

天 平9.10.25～ 天平11.11.29

(天 平11.4～ 天平11.7頃 作 成)

天 平9.10.25～10.9.8

天 平11.4.7作 成

天 平11.11.29作 成

天 平11。5.2作 成

写経事業

五 月一 日経

五 月一 日経

五 月一 日経

五 月一 日経

五 月一 日経

五 月一 日経 等

五 月一 日経

五 月一 日経

能断般若経 等

五 月一 日経

五 月一 日経 等

五 月一 日経

五 月一 日経

五 月一 日経

五 月一 日経

法華経 ・最勝王
経 等

五 月一 日経?

五 月一 日経?

五 月一 日経?

仁王経 ・弥勒経
・法華経 等

五 月一 日経、能

断般若経 等

唯識論疏

大般若経

法華経

大品般若経

大般若経 等

文書機能

経巻注文

軸注文

充本 ・充紙

充本 ・充紙

校紙

筆墨直銭注文

用紙注文

装横上紙

用度報告、布施

申請

継紙 ・受経 ・端

切注文

装漬注文

充緒 ・軸 ・表紙

注文

勘紙

貢人解

経巻注文

経巻奉請

受物注文

受物注文

行事帳

用紙 ・布施申請

食料申請

経巻収納・進送

経巻収納状

経巻返送状

用紙申請
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写経司→(皇
后宮職)

写経司

写経司→皇后
宮職

写経司→(皇
后宮職〉

写経司→(皇
后宮職)

写 経司→(皇
后宮職)

写経司

写経司→(皇
后宮職)

写 経司→(皇
后宮職)

写経司→(皇

后宮職)

写経司→(皇

后宮職)

経 師所→(皇

后宮職)

経 師所→(皇

后宮職)

経 師所→(皇

后宮職)

写経司(?)→

(皇后宮職)

経師所→(皇

后宮職)

写経 司→(皇

后宮職)

写経司(?)→

(皇后宮 職)

写経司→(皇

后宮職)

写 経司→(皇

后宮職)

写 経司→(皇

后宮職)

写 経司→(皇

后宮職)

写経司

未詳

七177

七177～178

七179

二31

七123～124

七122～123

二161～166(年 報1)

二166～167(年 報H)

二159～160(年 報 皿)

未収(年 報IV)

未収(年 報V)

二 四67,12～69.2、 一 部

未 収(年 報W)

二 四67.1～67,11(年 報

w)

二 四66(年 報膿)

二 四64.10～65(年 報

Do

二 四63～64.9(年 報X)

二 四71,2～71,6(年 報

XI)

二 四70～71.1(年 報 狙)

二 四69,7～69.11(年 報

X皿)

二 四71,7～71,9、72。5～

72.6、73(年 報X裏 前 半)

二 四72。1～72.4、72,7

(年 報X裏 後 半)

未収(年 報 「所属不明」
前半)

二四69,3～69.6(年 報

「所属不明」後半)

二四60～62

二26

ZZ17/1〈15>

ZZ17/1〈16>

ZZ17/1〈17>

ZZ37/9〈2>

ZZ10/23〈3>

ZZ10/23〈2>

塵芥六1～5

塵芥六6～7

塵芥六8

塵芥六9、23～21、15、 塵芥

八雑帳中の一片

塵 芥 六16、19、13～11

塵芥六10、 八18～15

塵芥八14～13、11

塵芥八12、10～7

塵芥八6～4

塵芥八3～1、29

塵芥八28～27

塵芥ノ、26～23

塵芥ノ、22～21

塵芥八29裏 、1裏 ～2裏

塵芥八2裏 ～3裏

塵芥六20

塵芥八19～20

ZZ32/5〈30>裏

ZZ37/9〈41>

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

※

※

一次

一次

一次

一次

なし

なし

なし

なし

なし

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

継 文 形 成 後 、 紙 背 に 〔015-014〕 、 〔015
-015〕 を記 す

な し

な し

な し

紙背に 〔015-010〕、 同時 に機能

紙背 に 〔015-010〕、 同時 に機能

なし

なし

(二次)経 師筆 墨充 帳(十 一251～252)

(天平勝宝2)

な し
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一〇〇6

一〇〇7

一〇〇8

012

013

014

015

一〇〇1

一〇〇2

一〇〇3

一〇〇4

一〇〇5

一〇〇6

一〇〇7

一〇〇8

一〇〇9

一〇10

一〇11

一〇12

一〇13

一〇14

一〇15

一〇16

一〇17

016

017

写経司解案

写経用紙注文

写経司解

写経勘紙解案

唯識論疏写紙井布施啓(?)案

唯識論疏写紙井布施啓(?)案

写経司解案継文

写経司啓(案?)

写経司啓案

写経司啓(案?)

写経司啓案

経師所解案

経師所解案

経師所解案

写経 司(?)解(案?)

経 師所(?)解 案

写経司解案

写経司(?)解 案

写経司(?)解 案

写経司啓(?)(案?)

写経司解案

写経司解案

写経注文

某解

一切経本経論井紙筆墨充帳

写経勘紙注文

天 平11.4.30作 成

天 平10.5。14作 成 、 天 平11.4.26ま で に

加 筆

天 平11.4.27作 成

天 平9.10.30作 成

(天平9.12.25以 前作成)

天平9.12.25作 成

(天 平9.12頃 ～ 天 平11.4頃)

天 平11.4.15作 成

天 平11.4.25作 成

天 平11.3.6作 成

(天平10.10以 降作成)

(天平9.12頃 作成)

天 平9.12.15作 成

天 平10.2.20作 成

(天平10.3末 ～ 天平10.4頃 作成)

天 平10.5.29作 成

天 平10.7.6作 成

(夫平10頃 作 成)

(天平10.10以 降作成)

(天平11.4末 頃作成)

天平10.8.2作 成

(天平10頃 作成)

(天平10～ 天平11頃 作成)

(天平ll前 半頃作成)

(天平9頃)

未詳

大宝積経

大般若経 等

大宝積経

随求即得陀羅尼

等

唯識論疏

唯識論疏

法華経

法華経

大仏頂経

最勝王経 ・千手

経

金光明経 ・仁王

経

弥勒経 ・注経

等

法華経

法華経 ・大仏頂

経

大仏頂経 等

法華経 ・梵天経

最勝王経・千手

経

法華経

法華経

一切功徳荘厳王

経

五 月一 日経

用紙申請

用紙注文

用紙申請

勘紙

用紙 ・布施 申請

用紙 ・布施 申請

布施申請解案継
文

布施申請

布施申請

布施申請

布施申請

布施申請

布施申請

布施申請

布施申請

布施申請

布施申請

布施申請

布施申請

布施申請

布施申請

布施申請

布施申請

本経 ・紙 ・筆 ・

墨充帳

勘紙

89



作成(→ 宛所)

写経司

写経司

写経司

薬師寺→写経司

大安寺→皇后
宮職

写経司→(観
音寺)

額田小目→写
経司

大安寺→皇后
宮職

写経司

下野御成→高

安倍務志万里

慈訓→写経司

藤原光明子の

家政機関

写経 司→(皇

后宮職)

写経司

写経司→(皇

后宮職)

豊成→三郎

黒人→高屋大

夫

経師所→(皇

后宮職)

写経司

写経司

経師所→皇后

宮職

写経司→(皇

后宮職)

写経司

写経司

写経司

写経司

写経司→(皇
后宮職)

写経司

大日本古文書

七182～183

七183

七179

七180.1～180.4

七180.5～180.7

七180

七180～181

七181.4～181.9

七181.10～182

七166～167

一327

二 四116～118

七255～262

ヨ'三三92～97

二五206～207

二四559

七125～126

二四77

七121～122

七165～166

二四74

七167～168

二四76

(a)二 四53～58、

(b)七108～114

七168.8～168.11

七168～169

二98

編帙

ZZ46/8

ZZ46/8〈1>

ZZ46/8〈2>

ZZ46/8〈3>

ZZ46/8〈4>

ZZ46/8〈4>

ZZ46/8〈5>

ZZ46/8〈6>

ZZ46/8〈7>

ZZ46/8〈8>

ZZ46/8〈9>

ZZ46/8〈10>

ZZ46/8〈11>

ZZ17/3〈1>～ 〈3>、

〈1>裏 ～ 〈3>裏

ZZ17/3〈4>

ZZI7/3〈5>

ZZ17/3〈6>

ZZ17/3〈7>

ZZ17/1〈2>裏 ～ 〈1>

裏

ZZ37/9〈5>

ZZ47/3〈19>

ZZ17/1〈1>

ZZ15/3〈13>裏 ～ 〈12>

裏

(a)ZZ28/3〈9>裏 ～ 〈7>

裏 、(b)ZZ27/4〈39>～

〈44>、 〈42>裏 ～ 〈41>裏i

ZZ17/1〈3>

ZZ17/1〈4>

ZK28〈5>

紙の利用

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次?

一次

二次

一次

(a)

(b)と

も一 次

一次

一次

二次

他の利用

なし

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

現状紙背(天 地逆)は 表面の書き直し

な し

な し

な し

な し

(二 次)写 経 司啓 案(七167～168)天 平

10.3.30作 成

(二 次?)峡 値 注 文(二 〇333)(天 平

10?)

な し

(一次)写 経所受物井返上物注文(七121
～122)(天 平10,2以 降作成)

(二次)納 櫃本経検定井出入帳(二 四163
～200)(天 平14～)

(a)(二 次)装 漬本経充帳(八111～126)

(天 平14年7月 ～天 平15年9月)、(b)な

し(紙 背 にも記述)

な し

な し

(一次)某 状礼紙?(未 収)
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天平10(738)年

文書番号

001

一 〇〇1

一〇〇2

一〇〇3

一〇〇4

一〇〇5

一〇〇6

一〇〇7

一〇〇8

一〇〇9

一〇10

一 〇11

一 〇12

002

一〇〇1

一〇〇2

一〇〇3

一〇〇4

一〇〇5

003

004

005

006

007

008

009

一〇〇1

一〇〇2

010

文 書 名

雑受書井進書案文及返書(乙)

大般若経用紙注文

写経用紙注文

薬師寺三綱牒

大安寺三綱牒

元垢爾経返送状案

額田小目経巻収納状

大安寺三綱牒

応写経注文

下野御成宣

慈訓経巻奉請状

南一甲倉納籾注文

写経司解案

雑受書井進書案文及返書(丙)

写経司解案

藤原豊成書状

黒人牒

経師所解案

経巻注文

受物井返上物注文

経師所解(案?)

氏名欠手実

写経司啓案

受経写上注文

写一切経充装漬帳

写経司解案継文

表紙軸緒染料注文

写経司解案

峡料用銭注文

年 月 日

(天 平10.2頃)～ 天 平11.7。26

天平10.5.15作 成

(天 平10.5～ 天 平11.4頃 作 成)

天 平10.5.12作 成

天 平10.6.9作 成

天 平11.7.26作 成

天 平10.5。12作 成

天 平10.5。12作 成

(天平10.2頃)

天 平10?.5.3作 成

天 平10.3.11作 成

養 老7.7.9作 成

(天平11.7以 前作成)

天 平10.2.7～ 天 平11.4

天平11.4作 成

天 平10.9.26作 成

(天平11年 以前.)7.6

天 平10.2.7作 成

(天平10～ 天平11頃)

天平10.2.29以 降作 成

天 平10.2.30作 成

(天 平10.3.5?)

天平10.3.30作 成

天平10.4～ 天 平10.5.7

(天 平10.4頃)～ 天 平10.8.28

(天 平10.5.1～10.6.23)

天 平10.5。1作 成

天 平10.6.23作 成

天 平10.5.9作 成

写経事業

大般若経

大般若経 等

能断経

梵天経

元垢種経

能断金剛般若経

大品般若経

能断般若経 等

大般若経

法華経

千手経、最勝王

経

法華経

能断般若経 等

大方等大集経 等

注経

法華経、大仏頂

陀羅尼経

五 月一 日経

摂論、七巻章

法華経、弥勒経、

梵 天経

文書機能

用紙注文

用紙注文

経巻奉請

経巻奉請

経巻返送状

経巻収納状

経巻収納状

用紙注文

写経命令の宣

経巻進送状

写経事業外

経師等の情願

用度申請

糸進上状 ・造仏

井経巻注文

経巻奉請 ・装横
生申請

用紙 ・雑物 申請

経巻注文

受物 ・返上物注

文

表紙 ・軸 ・緒 申

請

手実?

布施申請解

充装漬帳

表紙 ・軸 ・緒申請

緒 ・軸 申請

恢料用銭注文
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写経司

写経司

写経司→(皇

后宮職)

写経司→(皇

后宮職)

写経司

写経司

写経司

写経司→(皇

后宮職)

写経司→(皇

后宮職)

写経司→(皇

后宮職)

写 経司→(皇

后宮職)

写 経司→(皇

后宮職)

写 経司→(皇

后宮職)

写 経司→(皇

后宮職)

写 経司→(皇

后宮職)

写 経司→(皇

后宮職)

小 野国方→

(皇后宮職)

大安寺→皇后

宮職

写経司

写経司

写経司

皇后 宮職→

(大安寺)

写経司

皇后 宮職→

(大安寺)

仁勝→皇后宮職

写経司

皇后宮職

写経司

未詳

未詳

七183～184

七169～170

七170

七170～171.5

七186～187

七188

二四78～79

七195～197

七225～227.1

七227.2～ 七228,6

七228.7～231,12

七231,13～236

七236～238

七238,11～239

七189

七189～191

七191

二四82～83

二四83～84

七192

二四79～80

二101

七194～195

二 四81～82

二 四84～86

二 四80～81

二 四76～77

二 四77～78

ZZ24/5〈12>裏1

ZZ17/1〈5>

ZZ17/1〈6>

ZZ17/1〈7>～ 〈8>

ZZ16/4〈1>

ZZ35/1〈17>裏

ZZ35/1〈17>裏 ～ 〈13>

裏

ZZ35/1〈12>裏

ZZ35/1〈11>裏

ZZ35/1〈10>裏

ZZ35/1〈9>裏 ～ 〈8>

裏

ZZ35/1〈7>裏 ～ 〈6>

裏

ZZ35/1〈5>裏 ～ 〈4>

裏

ZZ35/1〈3>裏 ～ 〈2>

裏

ZZ16/2〈1>

ZZ16/2〈2>

ZZ16/4〈2>

ZZ44/10〈40>

ZZ23/5〈43>

ZZ16/2〈3>

ZZ26/10〈4>裏

ZB7〈1>

ZZ5/1〈29>

ZZ13/1〈1>裏

Z28〈6>、 〈7>

ZZ26/10〈5>裏

ZZ32/5〈38>

ZZ23/5〈39>裏

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次

一次?

一次

(二次)経 師上 日帳(七411～412)(天 平

11)

な し

な し

な し

な し

(二 次)写 経 充 紙 帳(七561～577)(天 平

13,8,1～ 天 平14.4.29)

(二 次)写 経 充 紙 帳(七561～577)(天 平

13.8.1～ 天 平14.4.29)

(二 次)写 経 充 紙 帳(七561～577)(天 平

13.8.1～ 天 平14.4,29)

(二 次)写 経 充 紙 帳(七561～577)(天 平

13,8.1～ 天 平14.4,29)

(二 次)写 経 充 紙 帳(七561～577)(天 平

13,8。1～ 天 平14,4,29)

(二 次)写 経 充 紙 帳(七561～577)(天 平

13。8,1～ 天 平14,4.29)

(二 次)写 経 充 紙 帳(七561～577)(天 平

13.8,1～ 天 平14.4.29)

(二 次)写 経 充 紙 帳(七561～577)(天 平

13.8.1～ 天 平14.4.29)

(二 次)写 経 充 紙 帳(七561～577)(天 平

13.8.1～ 天 平14.4。29)

なし

なし

なし

なし

な し

な し

(二次)間 経校帳(九636～638)(天 平19)

(二次)校 経井 紙等 注 文(二 四244)(天

平15,12.16)一 次利用面に天地逆で記す、

紙背は空。

な し

(二次)写 書布施勘定帳(十 二99～147)

(天平勝宝3.9.20類 収)

(二次)写 経 司解(二 四114～116)(天 平

11?)

(二次)間 経校帳(九636～638)(天 平19)

(二次?)「 五 月 計 日上 咲用 紙 未 受」(未

収)

(二 次)題 経 疏 論 布 施 文 帳(九263～

266)(天 平18)
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011

012

一〇〇1

一〇〇2

一〇〇3

013

014

一 〇〇1

一〇〇2

一〇〇3

一〇〇4

一〇〇5

一〇〇6

一〇〇7

一〇〇8

一〇〇9

015

016

017

018

019

020

021

022

023

024

025

026

027

028

写経司舎人等上日帳

写経司解案継文

写経司解案

写経司請案

写一切経装漬注文

経巻注文

写経司告朔解案継文

写経司告朔解案

写経司告朔解案

写経司告朔解案

写経司告朔解案

写経司告朔解案

写経司告朔解案

写経司告朔解案

写経司告朔解案

写経司行事解案

小野国方啓案

大安寺牒

経巻返納注文

写一切経装漬注文

千手経最勝王経書写注文

皇后宮職牒案

法華経最勝王経校紙注文

皇后宮職牒案

少都維那仁勝解

大乗論本検注文

皇后宮職定文

写経注文

経師受紙筆注文

大乗経秩注文

天 平10.閏7.28～ 天平10.閏7.29

天平10.8.16～(天 平10.10末 頃)

天平10.8.16作 成

天平10.9.27作 成

(天平10.10末 頃作成)

天 平10.8.17作 成

天平10.8末 頃～天平11,11初 頃

(天平10.8末 作成)

(天平10.8末 ～天平10。9初頃作成)

天 平10。12.1作 成

天 平11.4.1作 成

天平11。7作成

天 平11.8.1作 成

天 平11.9.2作 成

天 平11.9.30作 成

天 平11.10.14以 降 作 成

天 平10.9.6作 成

天 平10.9.9作 成

天 平10.9.23作 成

(天平10.9以 降)

(天平10.10頃)

天 平10.11.9作 成

天平10.11.18～ 天 平10.11.28

天平10.11.24作 成

天平10.11.24作 成

天平10.12.11

(天平10前 半頃)

(天 平10(?).閏7～ 天 平10(?).8頃)

未詳

未詳

最勝王経、千手

経

五月一 日経

五 月一 日経

五 月一 日経、法

華経、弥勒経

千手経、最勝王

経

五 月一 日経

五月一 日経、 方

広経

五月一 日経、大

般 若経

五月一 日経

五月一 日経 、千

手経

千転陀羅尼観世音

菩薩呪経 等

五月一日経

大品般若経

五月一 日経

千手経 ・最勝王経

五月一 日経?

法華経 ・最勝王経

大品般若経

法華経

五月一 日経

舎人等上日の報

告

装漬功直申請

用紙申請

装横行事注文

経巻注文

告朔解

告朔解

告朔解

告朔解

告朔解

告朔解

告朔解

告朔解

告朔解

経巻の請求

経巻の返納請求

返納経巻注文

装潰行事注文

写経注文

経巻返送状

校紙注文

経巻返送状

経巻収納状

経巻検定注文

部署毎官人歴名

写経注文

秩包紙
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注天
平

九

(
七

三

七
)

年

〔
○
〇

一
〕

一
切

経
経
巻
井

着
軸

注
文

継
文

[継

文

の
形
成
及

び
内

容
]
〔
○
〇

一
ー

○
〇

一
〕

の
2
紙
と

〔
○
〇

一
1
0

0

二
〕

の

1
紙

を
合
わ

せ
た

3
紙

は
現
状

で
直
接

貼
り
継

が
れ
、
奈
良

帝
室
博
物
館

正
倉

院
掛

『正
倉

院
古
文
書

目
録
』

(
一
九

二
九
年

)
に

「
経
巻
歴
名

附
装
濫
軸
注
文

参
張
」
と

記

さ
れ

て

い
る
。
さ
ら

に
続

々
修

編
纂
前

の
段

階

で
は
、
『正

倉
院
御

物
目
録

古
文

書
』

二

「
未
修
古
文
書
目
録
」

(宮
内

省
図
書
寮
本

の
明
治
二
十
二
年

の
写
、
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
所

蔵
)

の
三
十
七

ノ
十
に
あ

る

「大

乗
経
井
雑
経
軸
着
九

百
六
十

七

云

々

三
枚
」
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『大
日
本
古
文
書
』

で
は

〔○

〇

一
1

0
0

二
〕

の
方
を
宝

亀
四
年

八
月
廿
七
日
類
収

と
す

る
が
、
以
上

か
ら
両
者
は
奈
良

時
代
当
時
か
ら
貼
り
継
が
れ

て
い
た

一
連

の
継
文

で
あ
る
公
算
が
高

い
。

〔○

〇

一
1

0
0

一
〕

の
記
載
経
巻
は
、
写
経
請
本
帳

〔天
平
八
年
○
〇

八
〕

(七

54
～
)

に
包
含

さ
れ

る
。
冒

頭

の
法
華
経
論

二
巻
は

七
63

・
2

(も

し
く

は
64

・
4
の

「妙

法
蓮
華

経
論
上
巻
」
)
に
対
応
し
、
末
尾

の
薩
婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
八
巻
は
七

84

・
7
に
あ

る
。

記
載

順
も

ほ
ぼ
同

じ

で
あ

る
。
両
者
を

関
わ

ら
せ

て
考

え
れ

ば
、

〔
○
〇

一
1
0

0

一
〕
は
写
経
請

本
帳

の
中

か
ら
特
定

の
装
潰
も

し
く
は
装
漬
組
織

の
担
当
分
を
抜

き

出
し

た
作

業
用

の
注

文

で
、
着

軸
作
業
を

記
し
た

〔○

〇

一
1

0
0
二
〕

と
貼
り

合

わ
さ
れ
、
装
漬
関
係

の
継
文

の

一
部
と
し

て
伝
存
し
た

の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

[接
続
]
左
右
と
も
新
補
白
紙

〔○
〇

二
〕

日
用
紙
目
録

[継
文

の
形
成

]
続

々
修

43
ノ

ー
全
巻
か

ら
な
る
。
表

「
日
用
紙
目
録
」
裏

「天
平

九
年

二
月
廿

三
日
」
と

い
う
題
簸

を
持

つ
。
天
平
九
年

二
月

二
十

三
日
か
ら
始
ま

る
五
月

一
日
経

の
充
経

・
充

紙
、
校
経

、
造
紙
そ

の
他

の
注
文
を
貼
り

継

い
で
成
巻

し
た
も

の
。中
核
と

な
る
の
が
、
〔
○
〇
ニ
ー

○
〇
二
〕

の
日
用
紙
目
録

で
あ

る
。
天
平

九
年

二

月

二
十

三
日
か
ら

の
経
師

へ
の
充
経
と

用
紙
支
給
を

日
毎

に
書
き

つ
い
だ
も

の
で
、

題
籔

の
内
容

に
も

っ
と
も

ふ
さ
わ
し

い
。
現
状

で
は
紙

背
と
な

っ
て

い
る
が
、

こ
れ

を
中
心

に
考
え

て
い
く

こ
と
と
す

る
。

左

に

〔
○
〇
二
ー

○
〇
六
〕

の
装
漢
上
紙

目
録
が
貼
り

継
が
れ

て

い
る

が
、

こ

の

継
ぎ
目
を
越
え

て
更

に

〔○

〇
ニ
ー
○
〇

二
〕

の
記
述
が
続
く

(
『大

日
本
古
文

書
』

は
改

行
せ
ず
追

い
込

み
で
掲
載
し

て

い
る

の
だ

が
、
七

97

・
10
の
細
字

「
二
巻

」
以

下
次
行
ま

で
が
原
文
書

の

一
行

に
相
当
し
、

こ
れ
が
紙
継

の
上

に
位

置
す
る
)
。
七

99

・
1
か
ら
始
ま

る

「
写
経
装
演
注

文
」

(〔
○
〇

ニ
ー

○
〇
六
〕
装
漬
上

紙
目
録

に
相

当
)

一
行

目

の

「
都
合

一
百

六
十

一
」
は
、
実

は

〔
○
〇

ニ
ー
○

〇

二
〕

の
続
き

の

記
載

。
七

97
で

「
以
下
十

一
行

ハ
、

モ
ト
紙
背

ニ
ア
リ
、
恐
ラ
ク

ハ
上

文

二
書

キ
継

ギ
タ

ル

モ
ノ
ナ
ラ

ン
、
」
と
説

明
さ

れ
て

い
る
十

一
行

は
、

こ
の

「都

合

一
百

六
十

一
」

に
続
く

記
載
。
す
な

わ
ち
、

〔
○
〇

二
ー
○

〇

二
〕

は
、
貼

り
合

わ
せ

た
後

も

〔
○
〇
ニ
ー

○
〇
六
〕

の
直
前
ま

で
書
き
続
け

た
が
、
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
な

っ
た

の
で

そ
の
裏

に
廻

っ
て
記
載
を
続

け
た
の
で
あ

る
。

〔
O
O
ニ
ー

○
〇
二
〕

の
右

に
貼
り
継

が
れ
て

い
る

〔
O
O
ニ
ー

○
〇
五
〕
外

写
用

紙
注
文

は
、
天
平
十
年

二
月

に
実
施

さ
れ
た
能
断

般
若
経

(七
鵬
～
㎜
等

参
照
)
な

ど
、
五
月

一
日
経
以
外

の
書

写
に
用
紙
を
割
き
取

っ
た
旨

を
記

し
た
注
文
。

『大
日
本

古

文
書
』

で
は
七

91

・
1
～

2
の
裏
書

と
し

て
扱

わ
れ

て
い
る

(両
者

を
あ
わ

せ

て

「
写
経
用
紙
注
文
」

と
命

名
し

て

い
る
)
が
、
表

・
裏

の
両
者

は
異

質
。
「
表
側
」

の

記
載
は
五
月

一
日
経
に
関
わ

る
も

の
で
、
原
文
書

で
は
紙

の
左
端

に
偏

っ
て
お
り
、

端
裏
書
的

な
記
載

で
あ

る
。
こ

の

「
表
側
」
は

〔○

〇

ニ
ー

○

〇
五
〕
が

〔
○
〇

ニ

ー

○
〇

二
〕

に
貼

り
合

わ
さ
れ
た
後

、
こ

の
継
文

の
中
核

で
あ

る
五
月

一
日
経

の
作

業
進
行
過

程
を
外
題
風

に
記
し
た
も

の
で
、
さ
ら
に

〔○
〇

ニ
ー
○

〇
三
〕
が
貼
り

継
が
れ

る
ま

で
の
間
機
能

し
た
、
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
の

〔
○
〇
ニ
ー

○
〇
三
〕
校
紙
目
録
と

〔
○
〇

二
ー
○

〇
四
〕
筆
墨
直
銭

注
文

は
、

『大

日
本
古
文

書
』

で

「
写
経
校

紙
井
筆

墨
直

銭
注
文
」

(七

99
～

皿
)
、

「写
経

校
紙
帳
」

(七

m
～

㎜
)
と
し

て
収
録
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
は
最
初
、
天
平
九
年

二
月

か

ら
始

ま

る
校

紙

目
録

(七

㎜
～
血
)
と

同

四

月

の
筆

墨
直

銭

注

文

(七
魏
)

が

別

々
の

一
紙
物
と
し

て
作
成

さ
れ
、
両
者

が
貼

り
合
わ
さ

れ
た
後

に
、
校
紙
目
録
部

分

の
紙

背

に
そ

の
続
き

(天
平

九
年

十
月
分

"
七

佃

・
2
～

伽
)
が

記
載
さ

れ
、
さ
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ら
に
続
き

(
天
平

九
年
十

一
月

分

"
七
m
～
佃

.
1
)
は
筆
墨
直
銭
注
文

の
紙
背

に
記

さ
れ

る
。
両
面
と

も
同
時

に
機
能

し

て
い
る
こ
と
は
、
校
紙
目
録

の
続
き

(天
平
九

年

十
月
)
が
記
さ
れ
て

い
る
時
、
筆
墨
直
銭
注
文
に
追
記

(「
十
月
十
三
日
以
銭
八
文

充

界
筆
買
新
受

三
野
乙
麻
呂
」
)
が
紙
継
ぎ
を
ま
た
が

っ
て
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
か

ら

も

明
ら

か
で
あ
る
。

こ
の

〔○
〇

二
ー

○
〇

三
〕

(
お
よ
び

〔○
〇

ニ
ー

○
〇

四
〕
)

が
日
用
紙
目
録

に
貼

り
継
が
れ

る
の
は
、
先
述

の
外

題

の
こ
と
を
考
慮

に
入
れ

る
と

時
期

的
に
少
し
下
る

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

〔
○
〇

ニ
ー

○
〇
七
〕
経
師

装
横
及
校

生
造
物

井
給
物

案
は

天
平
十
年

八
月

ま

で

(書

写
は
五
月
二
十
八
日
ま
で
)

の
五
月

一
日
経
書
写
作

業

の
集
計
を

記
し
た
も

の
。

最
後

に

〔
○
〇

二
i
O

O

一
〕
日

用
紙
目

録

に
触

れ

る
。
『
大
日
本

古

文
書
』

は

「出

経
用
紙
帳

」

(七
驕
～
捌
)
と
す
る
が
、
〔
○
〇
ニ
ー

○
〇
二
〕
と

同
内

容
な

の
で

同

一
名
称

と
し
た
。
東
院

写

一
切
経
所

が
完
成
し

て
五
月

一
日
経

の
書

写
が
本
格
的

に
再
開
さ

れ
た
七
月

(六
月
後
半

)
以
降

の
記
録
と

な

っ
て

い
る
。
現
状

の
表

部
分

の
冒
頭
か
ら
始
ま

っ
て
お
り
、

こ
れ
は
す
で
に
成
巻

さ
れ
て

い
た
日
用
紙

目
録

の
継

文
を
裏
返

し
て
利
用
し
た
も

の
で
あ
る
。
た
だ
、
「
天
平
九
年

二
月
廿

三
日
」

の
題
箋

が
そ

の
ま
ま
利

用
さ
れ

て
い
る
よ
う

に
、
紙
背
部
分

を
破
棄
し
た

の
で
は
な
く
、
紙

背

の
記
述

の
続
き
と

し
て
筆
記

さ
れ
た
も

の
と

い
え

る
。
紙
背

の
利
用

は
す

べ
て
に

わ
た

ら
な

い
が
、
少

な
く
と

も
帳
簿

に
は
紙

の
両
面

を

利
用
す

る
と

い
う

意

識

が

あ

っ
た

こ
と
を
窺

わ
せ
る
。
な
お

目
録

で
は
、
継
文

の
形
成

過
程
を
踏
ま

え

て
配
列

し
た
。

[付
箋

]
〔
○
〇

ニ
ー
○
〇

二
〕

に
、
集

計
を
示
す
奈

良
時

代
当
時

の
付
箋

が
数
点

あ
り
。

〔
○
〇
三
〕
写

一
切
経
装
横

注
文
継
文

[継

文

の
形

成
]
続

々
修

二
八
ノ

一
全

巻

か
ら
な

る
。
大

日
本

古
文

書

で

「受

経

注
文

案
」

(

3

4

七

10
～
10

・
2
)
お
よ
び
そ

の
類
収

(七

脳

・
3
～
鵬
)
と

さ
れ
て

い
る
が
、

内
容

か
ら
三
種

類

の
装
演

関
係

の
注
文

を
貼

り
継

い
だ
も
の
と

判
断

さ
れ
る
。

〔○

〇

三
1

0
0

こ

は
前
半

の
受

経
部
分
と
後

半

の
端
切
経

部
分
に
大
別

さ
れ
る
が
、
前

半
部

に
ミ
セ
ケ
チ

で
端

切
経

の
記
載

が
あ
り
、
そ
れ

に
相
当

す
る
記
載

が
後

半
部

に

ま
と

め
ら
れ
て

い
る
。

[付
箋
]

「廿

七
ノ
三
」

(第

一
紙
)
、

「装
澱
用
紙
」

(第
六
紙
)

(奈
良
時
代

の
も

の
)

〔
○
〇
四
〕
写
経
勘
紙
解
案

[接
続
]
左
右
と
も
新
補
白
紙

[付
箋
]

「
三
」
、
「十
三
峡
七
巻
」

〔
○
〇
五
〕
小

野
備
宅
啓

[接
続
]
左
右
と
も
新
補
白
紙

〔
○
〇
六
〕
経
巻
注
文
井
奉
請
文
継
文

[継
文

の
形
成

お
よ
び
内
容
]
七

悩

・
8
の

「
川
原
人
成
」

の

一
行

が

〔
○
〇
六
1

0
0

こ

の
紙

の
左
端
と

〔○
〇

六
1

0
0

二
〕

の
紙

の
右
端

に
ま
た

が
る
よ
う

に
記

さ

れ
て
お
り
、
現
状

で
は
離

れ
て

い
る
が
付

き
合
わ
せ

で

つ
な
が

る

(東
京
大
学

史
料

編
纂

所
編

『正
倉
院
文
書

目
録
』
も
参

照
)
。

〔
○
〇
六
1
0

0

二
〕
に
あ

る

「雑

経

五
十
五
巻
」

の
明
細
が

〔○

〇
六
1

0
0

こ

で
、
奉
請

し
た
経
巻

の
注

文
と
奉

請

文

が
貼
り
合
わ
さ

れ
て
機
能
し

た
も

の
。
七

悩

・
7
～
お
よ

び

二
29

・
4
は
借
り
受

け

た
経
巻
を
配
分

し
た
追
記
、
七

醜

・
6
は
書
写
終

了
後

に
返
送

し
た
追
記
と
推

測

さ
れ
る
。

〔O

O
六
ー
○
〇

二
〕

は
謹
直

な
書
体

で
記
さ
れ
署
名
も
自
署
な

の
で
正
文

と
も

思
え

る
が
、
以
上

の
推
測

か
ら
案
文
と
考
え
た
方
が
よ

い
だ

ろ
う
。

[接
続
]
両
方
左
右
と
も
新
補
白
紙

〔
○
〇
七
〕
布
施
受
物
帳

[接
続
]
左
右
と
も
新
補
白
紙

[付
箋
]

「廿

五
」
、

「廿
四
峡
十

一
巻
」

〔○

〇
八
〕
写
経
所

(
?
)
受
物
帳

[接
続
]
左
右
と
も
新
補
白
紙

〔○

〇
九
〕
写
経
行
事
帳

[内
容
]
続

々
修
十
九

ノ

一
全
巻
か
ら
な

る
。
追
記

さ
れ
た
布
施
支
給

文
言
を
除

い
て
見

て
い
く
と
、
天
平
九
年

九
月
か

ら
始

ま
る
五
月

一
日
経
関
係

の
記

載
が
現
状
紙
背

の

冒
頭

(七
螂

・
7
)
か
ら
末

尾

(七

鵬
)
ま

で
、
そ
し

て
裏

返

し
て
天
平

十
年

二
月

の
能

断
般
若
経
等

の
外

写

の
記
載

(ヒ

26
～

30

●
5

'
1

1

)

が
続
く

。
更

に

天
平
十
年

四

95



月

・
五
月

の
五
月

一
日
経

関
係

の
記
載

(七

……
・
10
～

幽

・
7
)
を
記

す
が
、
そ

こ

に
天
平
十

一
年

の
記
録
も
追
記

さ
れ

て
い
る
。
紙
背
を
破

棄
し

て
二
次

利
用
し
た

の

で
な

い
こ
と

は
、
裏
返

し
た
後
も
布
施

支
給
文
言
を
追

記
し

て

い
る
こ
と
か
ら
わ

か

る
。

[付
箋
]

コ

」

(第

一
紙
)
、

「計

六
ノ
十

六
」

(第

一
紙
)
、

「針

六

ノ
十

五
」

(第

二
紙
)
、

「
二
」

(第

二
紙
)
、

「計
六

ノ
矛
十
五
」

(第
十
紙
裏
)

第

一
紙
と
第

二
紙

は
、
続

々
修
成
巻
時

に
離
れ

て

い
た

よ
う

だ

が
、
付

き
合

わ
せ

で

つ
な

が
る
。

〔
〇

一
〇
〕
唯
識
論
疏

写
紙
井
布
施
啓
案

[接
続
]
右

は
巻

頭
、
左

は
新
補
白
紙

[付
箋

]
「
口
」
「
十
⊥ハ
候

九
巻

」

〔
〇

一
一
〕
雑
受

書
井
進
書
案
文
及
返
書

(甲
)

[継
文

の
形
成
]
続

々
修
十
七

ノ

一
は
、
表

「
雑
受
書
井
進
書

」
裏

「案

文
及
返
書
」
と

い
う
題
箋
を
持
ち
、

『大
日
本
古
文
書
』
は
全
巻
を

一
つ
の
継
文
と
し
て
扱

っ
て
い
る

(七

窟
～

珊

「
写
経
司
雑
受
書
井
進
書
案
及
返
書
」
)
。
し
か
し
新
補
白

紙
と
付
箋

が
多

数
確
認
さ
れ
、
続

々
修
成
巻
時

に
編
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
写
真
か
ら

は
、

(
a
)

七

餅
～

鵬

・
7

(
『大
日
本
古
文
書
』
か
ら
分
か
ら
な

い
が
、
実
際
は
第

一
紙

に
の
み

記
載

が
あ
り
、
文
字

が
記

さ
れ

て

い
な

い
第

二
紙
を
伴

う
)
、

(b
)
七
鵬

・
8
～
鵬

・
5
、

(
c
)
七

㎜

・
6
～

m

・
5
、

(
d
)
七

m

・
6
～

瑠

・
8
、

(
e
)
七

酩

・
9

～

糊

・
4
、

(f
)
七

認

・
5
～

㈱

(紙
背
七

餅
～

娚
)

の
以
上
六
部
分

に
分

け
ら
れ
、

実

際

に
題
箋

「
雑
受
書

井
進

書
案

文

及
返

書
」
と
対
応

す

る
本

来

の
継
文

部
分

は

(f
)

の
み
と
判
断

さ
れ
る
。
な
お

「未
修
古
文
書

目
録
」

(〔天
平
九
年

○
〇

一
〕

に

前

掲
)
四
ニ
ノ
九
に
、
「雑
受
書
井
進
書
案
文

及
返
書

壱
巻

七
枚
」
と
あ

る
。

こ

の
継
文
は
天
平
九
年

か
ら
十

一
年

ま

で
の
五
月

一
日
経
以
外

の
雑
多

な
案
文
、

送
ら
れ

て
き

た
正
文
、
各
種
注
文

な
ど
か
ら
な

る
。

し
か
も
年
月
日
が

バ

ラ
バ

ラ
に

並
ん

で

い
る

の
で
、
作
成

・
受
領
毎

に
貼
り
継

い
だ

も

の
で
な
く
、

一
時
期

に
ま
と

め

て
成
巻

さ
れ
た
も

の
と

推
測
さ

れ
る
。
そ
こ

で

〔
〇

一
一
i
O
O

四
〕
大

品
般
若

経
返
送
状
案
を
見

る
と
、

〔〇

一
一
ー
○
〇
三
〕
仁
勝
経
巻
収
納
状
と
同

一
紙

に
記

さ

れ
て

い
る
。
後

者
は
仁
勝

か
ら
送
ら
れ

て
き

た
正
文

に
相
違

な
く
、
前
者
は

こ
の
奥

に
追

記
さ
れ

る
形
を

と
る
が
、
両
者

は
内
容

上
無
関
係

で
あ
る
。
こ
れ
は
大
品
般
若

経
返
送
状

の
案
文
を
作
成
す

る
際
、
起
案
者

が
新

た
な
紙
を

用
意

す

る
手
間
を
省

く

た
め
、
す

で
に
成
巻

さ
れ

て
し
ま

っ
て

い
る

「
雑
受
書
井
進
書

案
文
及
返
書
」

の
余

白

の
部
分

に
追
記

し
た
た
め
だ
と
推

測
せ
ざ

る
を
得

な

い
。
し
た
が

っ
て
継
文

の
成

巻
は
、
天
平
十

一
年

十

一
月
二
十
九
日
以
前

で
あ

る
。

こ
れ
と

同
性
格

の
継
文

が
雑
受
書

井
進
書

案
文

及
返
書

(乙
)
〔
天
平
十
年

○
○

こ

で
あ

る
。

こ
れ
は
養
老

七
年

の
南

一
甲
倉
納
籾
注
文

〔天

平
十
年

○
〇

一
1
0

一
こ

を
除
け
ば

(こ
れ
に
関
し

て
は
後
述
)
、
天
平
十
年
～
十

一
年

ま
で

の
五
月

一

日
経
外

の
雑
文
書
か
ら
な
る
。

『大
日
本
古
文
書
』

に
は
バ

ラ
バ

ラ
に
収
録
さ
れ

て
い

る
が
、
新

補
白

紙
、
付
箋
な
ど

は
付

い
て
お
ら
ず
、
奈
良

時
代
以
来

の
姿

を
止
め

て

い
る
。

こ
の
継
文
も
大
安
寺
三
綱
牒

〔天
乎
十
年
O
O

一
1
0
0

四
〕

(正
文
)

の
奥

の
余
白

に
天
平
十

一
年
七
月

二
十
六
日
付

の
元
垢
構
経
返
送

状
案

〔天
平
十
年

○
〇

一
1

0
0
五
〕
を
追
記
し

て
い
る
。

あ

ら
た
め

て
こ
の
二

つ
の
継
文

の
成
り

立
ち
を
考
え

る
と
、
天
平
十

一
年

の
あ

る

時
点

で
、

い
ま
ま

で
バ

ラ
バ
ラ
だ

っ
た
雑
文
書

の
成
巻
作
業

が
行

わ
れ
た

の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。
そ

の
時
期

は
両

継
文
に
成
巻

さ
れ
た
文
書

の
最
新
が
天
平
十

一
年

五

月

二
日
付

〔
〇

一
一
i

O
O
五
〕
写
経
司
解
な

の
で
、
天
平
十

一
年

の
五
月

～
七
月

の
間
と
考
え

ら
れ
る
。
天
平
十

一
年
前
半

期
は
、
東
院

一
切
経
所
が
設
け

ら
れ
五
月

一
日
経
写
経
体
制

が
整

え
ら
れ
た
時
期

で
あ
り
、

こ
れ
に
合

わ
せ

て
文
書

の
整
理
が

行
な
わ
れ
た

の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。

〔〇

一
こ

と

〔
天
平
十
年

○
〇

一
〕
は
本
来

同

一
巻
だ

っ
た

の
か
、
同
性
格

の
も

の
が
複
数
巻

作
ら
れ
た

の
か
、

さ
ま
ざ

ま
な
推

測
は
可
能
だ

が
、
今

日
各

処

に
バ

ラ
バ
ラ
に
残

っ
て

い
る
天
平
十

一
年

五
月
以
前

に

関

る
様

々
な
雑
多

な
五
月

一
日
経

以
外

の
写
経
事

業
関
連
文
書
全

般
に

つ
い
て
も
、

本
来

こ
れ
ら
と

一
緒

に
成
巻
さ
れ

て
い
た
可
能
性
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
。

〔天
平
十

年

○
〇
二
〕
雑
受
書
井
進
書
案
文
及
返
書

(丙
)
な
ど
が
、

こ
れ
に
比
定
さ
れ
る
。
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以
上

の
検

討

に
沿
え

ば
、
養
老

七
年
付

の

〔
天
平

十
年
○
〇

一
1

0

一
こ

が

こ

こ
に
成
巻
さ

れ
て

い
る
理
由
も

明
ら
か

に
な
る
。
こ
れ
は
写
経
事
業

と
は
無
関
係

の

も

の
で
、
天
平
八
年
以
前

の
項
で
も
触

れ
ら
れ

て
い
る
よ
う

に
、
天
平
十
年
～
十

二

年
頃

に
反
故
文
書

と
し

て
写
経

司
に
も
た

ら
さ
れ
た
も

の
の

一
通
と
考
え
ら

れ
る
。

そ
れ
が
雑
文
書

の
継
文
作
成

の
段
階

で
、
紛

れ
て
貼
り
継
が
れ

て
し
ま

っ
た

の
だ

ろ

う
。
し

た
が

っ
て
、
目
録

で
は

〔
天
平
十
年
○

○

こ

継
文

の
対
象
期
間

か
ら
除

外

す

る
こ
と
と
し
た
。

な

お
経
巻
収
納
進

送
注

文

〔〇

一
一
ー

○
〇
二
〕
は
、
表
裏

と
も
同
時

に
…機
能

し

て

い
た
と

み

る

か
、
現
状

表

面

(七

驚
～

珊
)
を
破

棄

し

て

二
次

利

用

(八

餅
～

鵬
)

し
た

が
、
継

文
成
巻
時

に
誤
ま

っ
て

一
時

利
用
面
を
表

に
し
て
し
ま

っ
た
と
み

る
か
、

い
ず

れ
の
解
釈
も
可
能

で
あ

る
。
目
録

で
は
前
者

に
基
づ

い
た
。

[接
続
]
右

は
新
補
白
紙
、
左

は
巻
末

[付
箋
]

「
四
十

ニ
ノ
九
」

(第
十

一
紙
)

〔
○
一
二
〕

写
経
勘
紙
解
案

[接
続
]
左
右
と
も
新
補
白
紙

[付
箋
]

「
二
」
、
「廿

七
ノ
八
」

〔
〇
一
三

〕
唯
識
論

疏
写
紙
井
布
施
啓

(?
)
案

[接
続
]
左
右

と
も
新
補
白
紙

[付
箋

]
「
計

一
ノ
五
」

〔
〇

一
四
〕
唯
識
論

疏
写
紙
井
布
施
啓

(?
)
案

[接
続

]
左
右

と
も
新

補
白
紙

[付
箋

]
「
計
五
ノ
六
」

〔
〇

一
五
〕
写
経

司
解
案

継
文

※
杉
本
前

掲
報

告
を
参

照
。
「年

報
珊
」

の
如
く
同
報
告

の
文
書
番
号
も
併

記
し
た
。
紙

番
号

も
杉
本
報
告

の
紙
片
番

号
に
従

っ
た

の
で
、
写
真
帳
と
は
異

な

っ
て

い
る
。

な
お
、
〔
〇

一
五
1

0

一
七
〕

の

一
切
功
徳

荘
厳
王
経

に

つ
い
て
は
、
七

鵬
を
参
照
。

〔〇

一
六
〕

一
切
経
本
経
論
井
紙
筆
墨
充
帳

「接
続

」
左
右

と
も
新
補
白
紙

[付
箋

]
現
状
表
面

(
一
次
利
用
面
)

に

「廿

四
峡
口
」

〔
〇

一
七
〕
写
経
勘
紙
注
文

[
接
続

]
左

右
と
も
新
補
白
紙

[付
箋
]
「第

七
峡

十
五
巻
」
、

「計

三
」

天
平
十

(七
三
八
)
年

〔○
〇

一
〕
雑
受

書
井
進
書
案
文

及
返
書

(乙
)

※
天
平
九
年

〔〇

一
こ

を
参

照
。

〔○
〇

二
〕
雑
受

書
井
進
書
案
文

及
返
書

(丙

)

[継
文

の
形
成
]
付
箋
、
新

補
白
紙

よ
り
、

〔○

〇

二
ー

○
○

こ

か
ら

〔○

〇

二
ー
○

〇
五
〕
ま

で
の
貼
り
継

ぎ
は
奈
良
時

代
当
時
か

ら
の
も

の
と
推
測

さ
れ
、
更
に
明
ら

か
な
年
紀

・
内
容

か
ら
、
天
平
十

一
年

五
月
～
七
月
頃

に
、

バ
ラ
バ

ラ
だ

っ
た

雑
多

な
文
書
を
貼
り
継

い
で
作
成

さ
れ
た
継
文

の

一
部
と
推
測
さ
れ
る

(〔
天
平
九
年
〇

一

こ

参

照
)
。
〔
○
〇

ニ
ー

○

〇

二
〕

は

『大

日
本

古

文

書
』

で

「
藤

原
豊

成

糸

進

状
」
と
し

て
天
平

勝
宝
年
中

に
類

収
さ
れ

て

い
る
が
、
「
千
手
千
眼
経

五
十
巻
」

「金

光
明
経

五
十
巻
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ

天
平
十
年
後
半
期

に
写
さ
れ

て

い
る

「
千
手

経

五

十
巻
」

「最
勝
王
経

五
十
巻
」
に
比
定

さ
れ

る
。

〔○

〇

ニ
ー

○

〇
三
〕
は

『大

日
本

古
文
書
』

で

「黒
入
請

経
等

牒
」
と
し

て
天
平
年
中
と

さ
れ
て

い
る

が
、
以

上

の
結

論
か
ら
天
平
十

一
年
以
前

と
結
論
さ
れ
る
。

[接
続
]
右
は
巻
頭
、
左
は
新
補
白
紙

[付
箋
]

「十
六

ノ
ニ
」

(第

一
紙
)
、
「
一
」

(第
七
紙
)

〔○
〇
三
〕
受
物
井
返
上
物
注
文

[接
続
]
右
は
直
接
貼
り
継
ぎ
だ
が
、
付
箋

の
存
在

か
ら
当
時

の
も

の
と
は

い
え
な

い
。

左
は
巻
頭
。

(
〔天
平
九
年
○

=

〕
、

〔天
平
十
年

○
〇
六
〕
参

照
)

[付
箋
]
第

一
紙

の
現
状
表

面

(〔
○
〇
六
〕
に
相
当
)

に

「
一
」
、
第

二
紙

の
現
状
表
面

に

「廿
秩
五
巻
」
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φ

〔
○
〇
四
〕
経
師
所
解

(案

?
)

[接
続
]
左
右

と
も
新
補
白

紙

[付
箋
]

「
五
」

「
廿
四
峡

十
巻
」

〔
○
〇
五
〕

氏
名

欠
手
実

[接

続
]
台
紙
に
貼
る
。
左

右
と
も
接

続
未
詳

。

〔
○
○
六

〕
写
経
抽司
啓
{茶

[接

続
]
右
は
巻
頭
、
左
は
白
紙

(七

囲
の
紙
背
に
相
当
す
る
)
に
直
接
貼
り
継
ぎ

[付
箋
]
コ

」

〔○
〇
七
〕
受
紙
写
上
注
文

[接
続
]
左
右
と
も
直
接
貼
り
継
ぎ

〔○
〇
八
〕
写

一
切
経
充
装
濃
帳

[内
容
]

(
a
)

二
四

53
～

58
部
分

と

(b
)
七

鵬
～

蝋
部
分

に
分

か

れ

る
が
、
内

容

か

ら
、

(
a
)
部
分

に

(
b
)
部
分
が
続
き

(た
だ
し
中
間
欠

で
、
両
者
は
直
接

つ
な
が

ら
な

い
)
、

(
b
)
は
、
紙
背

に
も
記
載
を
続
け

て
い
る
。

[接
続
]

(
a
)
は
左
右
と
も
直
接
貼
り
継
ぎ
、

(
b
)

は
左
右
と
も
新
補
白
紙

[付
箋
]

(b
)

に

「廿

一
」

(第
三
十
九
紙
)
、

「
四
十

三
ノ
五
」

(第

三
十
九
紙
)

〔
○
〇
九
〕
写
経
司
解
案
継
文

[接
続
]
左
右
と
も
直
接
貼
り
継
ぎ

だ
が
、
付
箋
か

ら
続

々
修
成
巻
時

の
も

の
。

(〔
天
平

九
年

〇

一
ご

参

照
)

[付
箋

]
「
二
」

(第

三
紙

)
、
「
廿
四
峡
十
巻
」

(第

四
紙

)

〔
〇

一
〇
〕
秩

料
用
銭
注
文

[接
続

]
左

右
と
も
新
補
白
紙

〔
〇

一
一
〕
写
経
司
舎

人
等

上
日
帳

[接
続

]
右
は
新

補
白
紙
、
左
は
直
接
貼
り
継
ぎ

[付
箋
]
「
計

一
ノ
六
」
、
現
状
表
側
に

「
六
上
」

〔〇

一
二
〕
写
経
司
解
案
継
文

[接
続
]
右
は
直
接

貼
り
継
ぎ

(た
だ
し
付
箋

よ
り
続

々
修

成
巻

時

の
も

の
)
、
左

は
新

補
白
紙

[付
箋
]

「廿

八
ノ
三
」

(第
五
紙
)
、
「
三
」

(第
五
紙
)

〔
〇

一
三
〕
経
巻
注
文

[接
続
]
右

は
巻
頭
、
左
は
新
補
白
紙

[付
箋
]
「
一
」、

「廿
九

ノ
十

二
」

〔
〇

一
四
〕

写
経

司
告
朔
解
案
継
文

[継
文

の
形
成

]
大

日
本
古
文
書

で
は
、

四

つ
に
分
載
さ

れ
て

い
る
。

二
次
利
用
時

に
抜

き
取

り
が
行
わ

れ
た

ら
し
く
前
欠

・
中

間
欠
が
想
定

さ
れ
る
が
、
基
本
的

に

一
つ
の

継
文
だ

っ
た
と
考
え

て
よ

い
。

〔
〇

一
四
1

0
0

二
〕

に

つ
い
て
は
、

〔
〇

一
四
1

0

0

一
〕
と

の
継
目
上

に
冒
頭
部

「
写
経
司

解

申

八
月
行
事
事

」
を

記
し

て

い
る
。

ま
た
二
次
利
用

の
際
、

一
次
利

用
面

で
あ

る
本

継
文
部
分

に
も
記
載
を

及
ぼ
し

て
お

り
、
そ

の
多
く

は

『大

日
本
古

文
書
』

で
異
筆

と
し

て
混
載

さ
れ

て
し
ま

っ
て

い
る
。

[接

続
]
右
は
巻
頭
、
左

は
直
接
貼

り
継

ぎ

[付
箋
]
「
廿

八
ノ
ロ
」

(第
十

六
紙
裏
)
、
「
十
六

ノ
十

三
」

(第

十
紙
裏
)
、
「
二
」

(第
十

紙
裏
)

〔〇

一
五
〕
小
野
国
方
啓
案

[接
続
]
右
は
巻
頭
、
左
は
新
補
白
紙

〔〇

一
六
〕
大
安
寺
牒

[接
続
]
左
右
と
も
新
補
白
紙

〔〇

一
七
〕
経
巻
返
納
注
文

[接
続
]
左
右
と
も
新
補
白
紙

[付
箋
]

「
四
」

〔
〇

一
八
〕
写

一
切
経
装
潰
注
文

[接
続
]
左
右
と
も
新
補
白
紙

[付
箋
]

「計

一
ノ
十
」
、

「計

二
」

〔
〇

一
九
〕
千
手
経
最
勝
王
経
書
写
注
文

[接
続

]
左
右
と
も
新
補
白
紙
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〔〇

二
〇
〕
皇
后
宮
職
牒
案

[接
続
]
左
右
と
も
新
補
白
紙

〔〇

一
二

〕
法
華
経
最
勝
王
経
校
経
注
文

[接
続
]
左
右
と
も
直
接
貼
り
継
ぎ

〔
〇
二
二
〕
皇
后
宮
職
牒
案

[接
続
]
右

は
巻
頭
、
左
は
新
補
白
紙

〔
〇
二
三
〕
少
都
維
那
仁
勝
解

[接
続
]
左
右
と
も
新
補
白
紙

[付
箋
]

「
四
」
、

「十
三
峡
七
巻
」

〔
〇
二
四
〕
大
乗
論
本
検
注
文

[接
続
]
右

は
直
接
貼
り
継
ぎ
、
左

は
巻
頭

〔
〇
二
五
〕
皇
后
宮
職
定
文

※
内
容

は
中
林
論
文
参
照

[接
続
]
左
右
と
も
新
補
白
紙

〔
〇
二
六
〕

写
経
注
文

[接
続
]
左
右
と
も
直
接
貼
り
継
ぎ

〔
〇
二
七
〕
経
師
受
紙
筆
注
文

[接
続
]
左
右
と
も
新
補
白
紙

[付
箋
]

「[
口
」
、
「廿
[
]
」

〔
〇
二
八
〕
大
乗
経
峡
注
文

[接
続
]
右

は
新
補
白
紙

、
左

は
直
接
貼

り
継
ぎ
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